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1. 調査の背景および目的 

1.1. 調査の背景 

平成 24年 7 月の再生可能エネルギー電気の固定価格買取制度の運用開始以降、木質バイ

オマス発電については、施設整備が全国的に進展しており、最近では、地域分散型エネルギ

ーとして、木質バイオマスの熱利用や熱電併給に対する関心も高まりつつある。 

燃料材を供給面から見ると、木材総供給量82,132千立米（丸太換算）のうち、およそ18％、

14,744 千立米を占めている（令和 3 年、林野庁「木材需給報告書」）。国産燃料材のみでみ

ると木材総供給量 33,723 千立米のうち約 28％、9,350 千立米を占めている。国産燃料材の

供給量は、7 年前の平成 27 年（2015 年）に 2,806 千立米だったから 3.3 倍に増加したこと

になる。 

海外燃料材についても平成 27 年（2015 年）時点では、木質ペレット輸入量 232千トン、

PKS 輸入量 456千トンであったものが、7年後の令和 4 年（2022年）には木質ペレット輸

入量 4,408 千トン（19倍）、PKS 輸入量 2,873 千トン（6.3 倍）にまで増加している。その

ウエイトは年々大きなものとなっており、燃料の安定的かつ適切な供給が求められている。 

1.2. 調査の目的 

このように大きなウエイト占めるようになっている燃料材について、需給動向を把握し、

需給状況・価格・変化の要因・需給見通しなどを客観的に整理することを目的とした。 

1.3. 実施事項 

本調査では、以下の項目について、事業を実施した。 

（1）木質バイオマス発電所が稼働している地域において、①燃料の価格、需給実態に関

する調査を実施し、②国内における燃料材の需給状況について客観的な評価・分析

を行う。③また、解決策や工夫、集荷必要量を確保するための在り方の提示を行う。 

（2）調査結果について、報告会を開催する。 

（3）本事業について、事業報告書の作成を行う。 
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2. 調査の概要および結果の要約 

2.1. 調査の概要 

木質バイオマス燃料の需給動向調査は、大きく 3項目に分けられる。一つ目は、①発電所

および燃料供給会社の概要で、令和 3年度の発電容量（予定を含む）・規模、想定使用燃料、

水分条件、価格条件、集荷距離、想定在庫量、生産量（燃料供給会社）、乾燥の取り組み等

について聞く項目である。二つ目は、②令和 4 年度の燃料調達量、使用量、水分、価格項目

を四半期ごとに聞く項目である。三つ目は、③今年度の燃料材調達に関する臨時アンケート

の結果である。調査項目と対応する章は図１に示すとおりである。 

①の概要については、木質バイオマス発電所の概要は 4 章 2節、燃料供給会社の概要は 4

章 3 節にて、今年度調査対象と昨年度調査対象の結果と比較しながら取りまとめた。年度

比較ができるよう基本的には同じ設問にした。 

②の燃料材の需給、価格面については、四半期毎に調査票を郵送・メールにより送付、回

収した。こちらの方は、回答が絶乾トン・生トン混在による絶乾トンへの統一や、計算する

上で、加重平均等の条件分岐などがあり、計算は見た目以上の複雑さとなっている。 

③の燃料の調達状況等に関する情報収集は、燃料材調達を巡る情勢の急激な変化を踏ま

えて実施したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 木質バイオマス燃料の需給動向調査、項目 

  

燃料供給会社 木質バイオマス発電所 
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2.2. 燃料材の需給と価格動向 

令和 4 年度の需給量について、集計を年度内に連続して回答している発電所に限ること

で年度内では需要量の比較をできるようにした。また発電所の認定区分による燃料材の構

成を比較した（4章 4節参照）。 

令和 4 年度の木材需給は、年度後半にウッドショックの沈静化に伴い用材需要が急激に

縮小し素材生産量は減少傾向であると言われている。さらに輸入製紙用チップの高騰を受

けて国産製紙用チップの需要が高まり燃料材の集荷が難しかったと言われる。地方によっ

て濃淡はあるものの製紙用チップ価格が燃料用チップ価格を上回ったことで燃料用チップ

が不利になり、バイオマス発電所向けチップは不足した。製紙会社は製品価格を値上げする

ことができるが、バイオマス発電所は FIT 固定価格があるためにそれができない。バイオ

マス発電所にとって燃料材調達が厳しい年となった。 

燃料材の比較としては、既存の統計（農林水産省「木材価格統計」、財務省「貿易統計」、

資源エネルギー庁「FIT 発電所容量」）との比較を行った。各地方の需給の動向を知るため

に新聞等公表資料から需給状況を引用し、地方の燃料材の状況を一覧できるように努めた

（4 章 5 節 3 項参照）。また、価格、発電容量の回答が得られた発電所に関しては、発電所

の個別指標をまとめ、単位あたり使用燃料（kg/kWh）などの指標を度数分布にて示した（4

章 6節参照）。 

2.3. 燃料の調達状況等に関する情報収集 

昨今の世界情勢やウッドショックの影響から、木質バイオマス発電に供する燃料の不足

や、発電施設の安定稼働が危ぶまれるなどの報道があった。そこで四半期ごとの燃料材需給

動向調査に加え、発電所と燃料供給会社を対象とした臨時アンケートの実施や研究会への

参加、各種統計情報の収集をおこなった（5 章）。 

2.4. 発電所の今後の新規稼働予定 

燃料材需給の今後を予測するにあたって FIT 認定（FIP 含む）されている発電所を一覧

にした（巻末資料 8 章 2節）。公表資料を積み上げ一覧にすることで、各地方の未利用木質、

一般木質、海外燃料材需要の予測に資するものとしたい。 

2.5. 調査の成果と今後の課題 

集計結果においては、未利用木質バイオマス、一般木質バイオマス等の調達価格が地方ご

とで分析、整理できたことは、調査の大きな成果の一つと考えている。また回答事業者の燃

料材価格記入の拒否感は相当強く、回収率を上げるのが課題になると思われる。しかし調査

を継続的に実施することにより、将来的な木質バイオマスの需給動向や、価格動向の実態を

正確につかむことができると考えられる。木質バイオマスエネルギー利用の需給・価格動向

の指標として活用できるよう今後も本調査を継続する必要があろう。 
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3. 調査先の選定、調査項目および回答状況 

3.1. 調査先の選定 

本調査の対象発電所を選定するにあたっての方針は以下の通りである。 

（1）複数発電所が稼働している都道府県には、必ず調査を実施する。発電所については、

把握できる FIT による導入発電所（未利用木質、一般木質および農作物残さ発電所、

石炭混焼発電所を含み、バイオディーゼルを使用する発電所を除く）とする。 

（2）調査対象を、木質バイオマス発電所だけでなく、燃料供給会社にまで広げて調査を実

施する。燃料供給会社については、複数の発電所が存在する都道府県とし、おおむね一

県につき 1 社を想定する。 

（3）調査項目は収集状況だけでなく、周辺情報の収集を行うことも想定し、発電所におけ

る燃料材水分、使用量、購入価格等も調査する。 

3.1.1. 発電所 

本調査の対象となる木質バイオマス発電所の稼働状況について、資源エネルギー庁 

で公表されているデータを元に、令和 4年 3月末までに導入されている「未利用木質」、「一

般木質および農作物残さ」発電所のうち、石炭混焼発電所を含み、バイオディーゼル、およ

び休止が判明している発電所を除く発電所は 184 発電所と推定され、このうち昨年度調査

までに調査を断られている発電所を除き、117 発電所を令和 4 年度調査対象発電所とした。 

3.1.2. 燃料供給会社 

燃料供給会社について、3 以上の発電所がある都道府県には複数調査対象を選定すること

とし、37社をリスト化した。このうち昨年度既に調査を断られている事業者を除き 16社を

調査対象とした。 

3.2. 調査項目 

3.2.1. 調査内容 

調査する項目は、主に以下の 4 点とした。 

1）需給量 

燃料材の調達量（発電所での受入量)、使用量（発電所における利用量)、在庫量（発電

所における在庫量）の動向。 

2）水分 

発電所における燃料材調達時の平均水分（湿潤基準含水率）。 

3）燃料材の価格（発電所のみでなく、チップ工場を調査） 
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買い入れ価格としての丸太価格と、出荷価格としてのチップ価格。 

4）価格変動の理由 

価格が変動した場合には、その理由。 

3.2.2. 調査対象期間 

調査対象期間については、定期的に木材の需給動向を的確に把握することが必要なこと

から、四半期ごとに集計することとした。 

3.2.3. 燃料材に関する区分、単位、定義 

木質バイオマス燃料に関する調査条件・定義については、下記のように設定した。 

1）燃料用木質バイオマスの範囲 

国内の木質バイオマスを主な燃料とする発電所において、これまでの調査より、発電所が

供給を受けている燃料の形状は「チップ」が最も多く、次いで「丸太」が多かった。一方で、

丸太、チップ以外でも、「根株（タンコロ）」や「バーク」等を燃料として利用している発電

所もあったことから、調査対象とする燃料の形状は、①チップ、②丸太（素材・原木）、③

その他（根株、末木、枝条、バーク、工場残材）、の 3 カテゴリーに分けて調査を実施した。 

海外からの燃料を調達する発電所については、上記に加え、④海外チップ、⑤海外ペレッ

ト、⑥農作物残さ、のカテゴリーを加えて調査を実施した。 

これらの燃料用木質バイオマス燃料の、形状・種類を図 2 にまとめた。燃料形状・種類

と、FITの燃料区分で重なる部分が調査項目である。 

PKS や建設資材廃棄物などの他の燃料については、木質バイオマスに関する調査のため、

需給量については把握するものの、価格の整理は行わないこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 木質バイオマス燃料の形状・種類 
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2）燃料用木質バイオマスの区分、樹種 

燃料供給については、林野庁での統計調査（木材価格統計調査（以下、価格統計調査）

等）を念頭に調査票の作成をした。木材価格統計調査における「製紙用チップ」の調査項

目では、木質チップの区分として「針葉樹」、「広葉樹」別で、調査を行っている。本調査

においても統一性を考え、区分として「針葉樹」、「広葉樹」とする樹種に分けて調査を行

うこととした。 

一方で、ヒノキ、スギ等の樹種については、当該調査の最初の四半期に実施する木質バ

イオマス発電所の概要（年一回）を尋ねる際に確認するのみとした。 

3）記入する単位 

（1）バイオマス発電所 

現在実施されている木材関連の各種調査において、重量は絶乾トンで回答を求めている。

ただ、当協会の調査では、発電所や燃料供給会社は燃料材の取引において、絶乾トンではな

く、生トンで取引している事業者が多い。このため、当該調査においては、回答される事業

者に記入する単位を「絶乾トン」もしくは、「生トン」のどちらでも回答ができるようにし

た。 

 

（2）燃料供給会社（チップ会社） 

木材価格統計調査におけるチップ用丸太価格の単位は、「円／立米」となっているが、「円

／生トン」での取引が一般的であるため、燃料供給会社の原料単位については、「円／立米」

「円／生トン」のどちらかを記入できるようにした。 

4）燃料用木質バイオマスの水分 

燃料チップの水分は「湿潤基準含水率(WetBase、以下、w.b.)」で記載することが一般

的で、現在の木質バイオマスエネルギーの場でも、含水率というと w.b.で記載することが

多くなっている。このことを踏まえ、本調査では、木質バイオマス燃料の『調達量』の欄

に、調達した水分を「w.b.」で記入することとした。 

5）記入する価格の条件 

（1）バイオマス発電所 

発電所に対しては、本調査における燃料費と、資源エネルギー庁に提出する定期報告に

記載する燃料費とを、同じ金額を記入してもらうほうが、発電所での手間がかからないこ

とから、発電所における木質バイオマス燃料の購入価格、つまり、木質バイオマス燃料が

発電所に到着した際の、『山からの搬出、土場又は発電所等までの輸送費、積み下ろし費

を含んだ価格』を記入してもらうこととした。 
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（2）燃料供給会社（チップ会社） 

木材価格統計調査において、製紙用木材チップ用素材価格の記入条件として「工場着価

格：土場又は貯木場までの輸送費、積み下ろし費を含んだ価格｣、製紙用木材チップ価格

の記入条件として「パルプ工場への輸送費、積み降ろし費を除いた価格」で調査を行って

いる。既存調査との比較を行うため、燃料用丸太については『工場着価格』を、チップに

ついては『チップ工場から発電所への輸送費」、「積み下ろし費」を除いた工場発価格』を

記入してもらうことにした。 

6）記入する納入価格の時期 

木材価格統計調査においては、月別の調査として、15日又は 15日に最も近い日の取引価

格を記入するようにしている。ただ、月間で調査を行うことについては、調査対象事業者に

負担が大きい点、製材や製紙用チップと異なり、燃料用木質バイオマス燃料は年間契約をし

ているケースが多く、月毎の価格変動が小さいと考え、四半期毎に調査を行うこととした。

その際、記入する納入価格の時期については、①四半期の平均、②四半期の初日（四半期の

1 ケ月目の初日）、③中日（四半期の 2ケ月目の 15日）④末日（四半期の 3ケ月目の末尾）

などが検討されたが、最新情報を把握する必要性が高いことから、記載する価格の時期は、

④四半期の末日とすることとした。 

7）価格変動の理由 

調査票への価格の記入の他に、価格の上昇・下落が燃料材の原因がどのように生じている

かの要因を把握するため、前四半期期と比較して、価格が上昇・下落した際の理由について、

調査票に選択肢を作成し、選択してもらうこととした。価格変動理由に関する項目は以下の

通りである。 

 

①価格の変動がなかった 

②購入した丸太・チップの質（樹種・形状）に変更があったため 

③購入した丸太・チップの質（水分）に変更があったため 

④地域において価格協定を改定し、価格が上昇（下降）したため 

⑤地域において新規に発電所が稼働を開始（廃止）し、価格が上昇（下降）したため 

⑥地域において製材・合板工場が稼働を開始（廃止）し、価格が上昇（下降）したため 

⑦地域での天候不順、災害など自然要因により、価格が上昇（下降）したため 

⑧地域における素材生産業者が撤退し（進出し）価格が上昇（下降）したため 

⑨発電所における燃料の調達量が増加（減少）したため 

⑩地域における季節変動要因で価格が上昇（下降）したため 
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3.3. 回答状況 

発電所および燃料供給会社への調査回答状況は以下の通りとなった。 

3.3.1. 木質バイオマス発電所 

木質バイオマス発電所の調査票の回収数は、調査対象発電所 117 発電所のうち 85発電所

（回収率 73％）であった。 

四半期別の回収状況を見ると、第 1 四半期は 84 発電所、第 2 四半期は 85 発電所、第 3

四半期は 79発電所であった。令和 4年度、第 1四半期から第 3四半期までに、連続して調

達量・使用量等の有効回答を得られた発電所は 77発電所（回収率 66％）であった（表 1）。 

表 1 発電所の回答状況と回答率 

項目 
令和 4 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 1～3 期連続 

回答数 84社 85社 79社 77社 

また令和 4 年度調査対象の木質バイオマス発電所が、FIT 発電所全体容量ベースでどの

程度をカバーしているかを、表 2に示している。全体では容量 50％をカバーし、未利用木

質 2,000kW 未満の発電所では 48%、未利用木質 2,000kwW 以上の発電所では 57％、一般

木質および農作物残さ発電所では 49％の容量をカバーしている。 

表 2 燃料材需給動向調査の発電所容量率（カバー率） 

発電所区分 

令和 3 年 9 月時

点での容量計 

（kW） 

調査有効回答 

（kW 数） 

容量（kW）による

カバー率 

（％） 

未利用木質 2,000kW 未満 35,045 kW 16,913 kW 48％ 

未利用木質 2,000kW 以上 404,160 kW 230,490 kW 57％ 

一般木質および農作物残さ 1,998,332 kW 982,535 kW 49％ 

合計 2,437,536 kW 1,229,938 kW 50％ 

3.3.2. 燃料供給会社 

燃料供給会社の調査票の回収は、調査対象事業体 37 社のうち、16 社（回収率 43％）で

（表 3）。第 1 四半期から第 3四半期を通じて 16事業体であった。 

表 3 燃料供給会社の回答状況と回答率 

項目 
令和 4 年度 

第 1四半期 第 2 四半期 第 3四半期 1～3 期連続 

概要回答数 16 16 16 16（43％） 
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4. 調査結果 

4.2. 木質バイオマス発電所の概要 

調査回答のあった発電所の概要は、下記の通りである。木質バイオマス発電所の概要につ

いては、毎年度整理しており、前年度（令和 3 年度）の発電所の概要を整理することとし

た。 

4.2.1 平均稼働日数・発電容量 

回答のあった発電所の平均稼働日数、発電容量、燃料使用量、燃料水分においては、規模

別に分けて集計した。各発電所における平均稼働日数は､1,000kW 未満の発電所以外全て

300 日を超えている。また、稼働している発電所における発電容量に対する送電容量は、今

年度（令和 4年度）89％で、昨年度（令和 3 年度）と同じであった（表 4）。 

表 4 発電所における燃料使用量、発電容量 

 

注）送電端・発電端を記入の発電所は 57 発電所 

4.2.2. 燃料使用量、使用燃料の平均水分率 

発電所における燃料使用量は、74発電所合計で 2,475 千絶乾トンだった（表 5）。この燃

料使用量には、未利用木質バイオマス、および、一般木質バイオマスのほか、PKSや建設資

材廃棄物の燃料量も含めた数値である。また石炭混焼発電所においては、単位あたりの消費

量に齟齬が出るためカウント外としている。 

年間燃料使用量を発電端容量で割った 1kW 当たりの燃料使用量は、未利用木質バイオマ

スの利用量の多い 20,000kW未満の発電所では、6～8絶乾トン/kW の燃料を使用している。

これよりも大きな大規模発電所では、熱量の高い木質ペレットや PKS を利用し、燃焼効率
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の高い設備であるため、燃料使用量は 4 絶乾トン/kW 台の燃料消費量となる。 

燃料の平均水分(w.b.)を各発電所に確認したところ、1,000kW 未満の発電所では、発電方

式がすべてガス化発電による発電所で、仕様の燃料水分平均は低いことから、平均水分も

33％と低い値を示している。 

表 5 発電所における燃料使用量、および使用されている燃料の平均水分 

 

注 1）燃料使用量（予定量）記入の発電所は 57 発電所である。 

注 2）年間燃料使用量を生トンでの回答分は、各発電所の想定水分で絶乾トンに換算している。 

注 3）石炭混焼発電所は、単位あたりの指標に齟齬が出るためカウント外としている。 

 

4.2.3. 発電方式 

回答のあった木質バイオマス発電所のうち、82％が蒸気・タービン方式による発電である

（図 3）。蒸気・タービン方式発電所が主流なのは変わらない。また半数近くの木質バイオ

マス発電所は循環流動層による発電方式を取り入れており、国内における木質バイオマス

專焼発電の主流となっている。なお、ガス化発電は 1,000kW 未満の小規模なものが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 発電所における発電方式 

n=68 
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4.2.4. 燃料種類 

発電所において、利用されている燃料種類を整理したところ、最も使用されている燃料種

類は、未利用木質バイオマス燃料を利用している発電所が全体の半数近くを占めた（図 4）。

また海外燃料材は、「一般木質および農作物残さバイオマス発電所」以外の発電所において

もある程度利用されている（詳細は図 24 参照）。これは未利用木質バイオマスの水分量が

多いことにより、熱量が不足し燃料使用量が増えてしまうことから、助燃材として、水分を

一定にして出力を安定化することが背景にあるとみられる。 

 
 

図 4 発電所で使用されているバイオマス燃料 

 

4.2.5. バイオマス燃料の樹種 

木質バイオマス燃料の樹種を調査したところ、スギ、マツ類、ヒノキの順で燃料として利

用されており、最も利用されている樹種はスギとなっている。マツ類については、アカマツ、

カラマツが多く、北海道で分布しているトドマツ、エゾマツ、海外からの輸入材となるベイ

マツなどが含まれている。スギ、およびスギ以外の樹種についても構成に特に大きな変化は

なかった（図 5）。 
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図 5 バイオマス燃料の樹種 

4.2.6. 水分条件 

納入時における水分条件設定の有無を尋ねたところ、回答があった 82社のうち条件のあ

る発電所は 45 社（53％）、条件の無い発電所は 37 社（47％）であった（図 6)。条件のあ

る発電所の回答が若干多い結果となったが昨年度と比較して割合に差は無かった。さらに

「水分条件あり」と回答された木質バイオマス発電所のうち、最も多い水分条件としては、

「40～50％以下」であった。 

 

図 6 納入チップの水分条件の有無 

実際に納入されている燃料の水分を調査したところ、最も多い水分は 40～50％、続いて

30～40％の燃料が納入されているとの回答であった（図 7)。 

回答の中には、10%未満、10～20%を条件としている発電所があったが、これは石炭混焼

発電などで、木質ペレット(10%未満）を利用している発電所や、ガス化発電(10%～20%)

による発電所からの回答であった。 
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図 7 実際に納入されるときの水分 

4.2.7 購入価格の定め方 

1）丸太 

発電所における購入する木質バイオマス燃料の価格をどのように定めているかとの質問

に対し、燃料価格を「数ヶ月～数年」など、一定期間価格を固定していると回答した発電所

が、丸太で 82％であった（図 8）。一定期間価格が設定されていると、燃料を使用する発電

所側も納入する燃料供給会社側もメリットがある。発電所側は年間の使用量に合わせて、支

出額を計算しやすくなり、収支計画を立てやすいことが大きな要因の一つに挙げられる。納

入側についても、伐採時に発生した未利用木質バイオマスが一定額で買い取ってもらえる

ことで、収入が見通せることが理由の一つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 燃料材価格（丸太）の価格決定期間について 

20％ 

58％ 

12％ 

7％ 

1％ 

2％ 

n=67 複数回答あり 

n=33 
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丸太の価格改定の考え方については、水分率による設定は少なく、同種同額という回答が

多かった（図 9）。 

 

 

図 9 丸太価格改定の考え方 

2）チップ 

チップ燃料の価格設定の回答の詳細をまとめたものが図 10 である。丸太と同じく一定期

間価格固定と回答した発電所が多く 81％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 燃料材価格（チップ）の決定期間について 

 

チップの価格改定の考え方については、同種同額の考え方とともに水分の割合毎に価格

を設定している発電所も多い（図 11）。納入時に水分が少なければ､燃料も発熱量を高くな

ることや､乾燥工程が減ることにより、発電所としても燃料費のコスト減につながる効果が

ある。それに対し価格が一定だと、燃料供給側はどんな燃料を供給しても価格が同一になっ

てしまい、品質の高い燃料材供給へのインセンティブが働かない。しかし水分率により価格

が変われば、より価格の高い燃料を供給する意識が働き、燃料供給体制も改善されていくと

思われる。 
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図 11 チップ価格改定の考え方 

 

4.2.8. チップ購入価格・条件の公表 

燃料買取価格および条件の公表については、「非公表」が 72 発電所、「公表」している会

社は 2 発電所で、公表している発電所は少なく昨年度と同様の結果であった（図 12）。 

未利用木質チップについては概ね発電所ごとのチップの規格が定められており、一定期

間納入価格がほぼ決まっている。発電所着値で生トン／円の場合や、水分を計測した結果で

価格に差を付けるなど様々な方法が取られている。未利用木質チップを供給する会社はほ

ぼ決まっていて公開の必要性は少ないと考えられているようである。また、「公表している」

と回答した 2社も、ホームページ等での公表はしていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 燃料材の調達価格の公開 

 

4.2.9. 燃料の集荷距離 

燃料材の集荷距離について、通常の集荷距離を聞いたところ、50km までが全体の 61％を

占めた（図 13）。通常の集荷距離の平均は 71kmであった。昨年度の集荷距離平均が 65km

n=74 

n=68 
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であったから集荷距離は伸びている。燃料材は安いため集荷距離は短いのが通常だが、発電

所の新規稼働や製紙会社との競合の声もあり、国産材原木・チップの集荷距離もより広域化

しているのが明らかとなっている。 

通常の集荷距離で 100km を超える発電所が 17％（10社）で、昨年度の 8％（4社）から

倍増している。想像していたよりも燃料材の集荷距離は広域化しているようである。通常の

集荷距離の最大値は 300km であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 通常の燃料材・集荷距離 

また、最大集荷距離を聞いてみたところ、50km 以下は 18％、150km までが 45％、300km

までが 30％という結果になった（図 14）。最大集荷距離の平均は 183km であった。最大集

荷距離の回答のうち最も距離があったのは 550kmであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 燃料材の最大・集荷距離 

4.2.10. 燃料の想定在庫量 

発電所内での想定している在庫量について聞いたところ、「1 週間以内」との回答が約半

数を占める結果となった。発電所が自社で木材を調達しチップ製造するのではなく地域の

n=47 

n=58 
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その他

チップ会社に依存している状況が推察される（図 15）。その他 14 件の内訳は、1 年以上の

長期的に在庫を持つ発電所（5件）、1日～2 日の発電所（7件）、在庫を持たない発電所（3

件）である。燃料調達の考え方に差がある結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 燃料材の在庫量 

4.2.11. 木質系災害廃棄物受け入れ可否 

近年豪雨等の自然災害に起因した立木や倒木等の発生が頻出している状況に鑑み、木質

系災害廃棄物の受け入れ可否を調査した。受け入れ可能と回答した発電所は、有効回答数 75

社のうち 17 社（23％）であった。受入可能とした発電所 17 社の事業計画上の燃料種内訳

と発電所数を表 6に示す。 

災害被害木は、由来証明があれば、未利用木質又は一般木質で取り扱うことが可能である。

また激甚災害により発生した被害木について、自治体が処理を依頼したことを証明した場

合は 1 年間に限ってバイオマス比率変更のカウントから除外することができる。 

表 6 木質災害被害木受入可能発電所 

事業計画上の燃料種 未利用木質 一般木質 
建設資材 

廃棄物 

一般廃棄物 

その他 

木質系災害廃棄物 

受入可能発電所数 

未利用のみ ○    2 

未利用＋一般 ○ ○   4 

未＋一般＋建設 ○ ○ ○  7 

未＋一般＋件＋廃 ○ ○ ○ ○ 4 

合計     17 

 

 

 

47％ 

10％ 

0％ 

6％ 

5％ 

6％ 

7％ 

19％ 

n=72 
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4.3. 燃料供給会社の概要 

調査回答のあった燃料供給会社の概要は、下記の通りとなった。令和 4年度の調査では、

前年度（令和 3 年度）の概要を整理した。 

4.3.1. 製造チップの種類 

燃料供給会社に対し、どのようなチップを製造しているかを質問したところ、木質バイオ

マス燃料のみを製造している発電所が 7 社、44％であった（図 16）。また、燃料用のみの

チップ工場に引き続き、製紙用も製造している燃料供給会社が多かった。 

 

 

図 16 製造されているチップの種類 

4.3.2. 製造チップの形状 

燃料供給会社で製造しているチップの形状を確認したところ、2 社を除き、切削チップを

製造していることが分かった（図 17)。発電所の発電方式（4.2.3 参照）の約 6 割が流動層

タイプと、切削チップを好む発電方式であることから、それに合わせた燃料供給をすること

が条件となっていることが推測される。 

 

 

図 17 製造されているチップの形状 

4.3.3. 燃料供給会社のチップ生産量 

燃料供給会社において、燃料用チップ生産量を未利用木質バイオマスと一般木質バイオ

マスに区分し、会社が燃料材を生産した量による階級区分を示したものが図 18になる。 

44％ 

31％ 

6％ 

6％ 

n=16 

13％ 

n=16 
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燃料供給会社における木質バイオマス発電所への燃料供給量（令和 3 年度）についての

項目では、10,000 トン未満の事業者数が最も多かった。また未利用木質バイオマスと一般

木質バイオマスの量を比較すると、一般木質バイオマスの供給量が 7％程度で、未利用木質

バイオマスに比べ供給量が少ない。一般木質バイオマスは、発電所の調査でも量が少ない傾

向にありこの傾向は昨年も一昨年も変わらない。一般木質バイオマスは未利用木質バイオ

マスに比べ、計画的に一定量が出て来にくいものであることが理由として挙げられる。一般

木質バイオマスは品質についても一定しないことが多い。発電所側が未利用木質バイオマ

スと価格面でもより差を付けて受け入れる動きも出てきている。 

 
 

図 18 燃料用チップの生産実績（令和 3年度・絶乾トン） 

 

4.3.4. 燃料用木質チップの原料 

燃料供給会社がチップを製造する際に使用している樹種について質問したところ、スギ、

ヒノキ等の針葉樹が圧倒的に多い結果となった（図 19)。この結果は昨年、一昨年とも変わ

らない。その他の内訳はマツ、アカマツなど針葉樹であった。 

 

 

図 19 製造されているチップの樹種 

7 社 11％ 

5 社 24％ 

3 社 30％ 

1 社 36％ 

n=16 

n=16 複数回答あり 
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燃料供給会社が燃料を製造する際に使用している木質チップの原料の部位について質問

したところ、幹部が 46％と多く利用されているとの回答であった（図 20)。その他の燃料

部位としては、D 材となっている「枝条・剪定枝」が 31％と多くを占め、根株や製材端材

もともに 10％前後が利用されている結果となった。これも昨年度調査対象（令和 3 年度）

との比較では、ほぼ傾向は変わらない結果となった。 

 

 

図 20 製造されているチップの原料 

 

4.3.5. チップ乾燥の取り組み 

燃料材の乾燥の必要性について、燃料供給会社におけるチップ乾燥の取り組みを聞いた

ところ、図 21の通りとなった。自然乾燥によるものが 7社と最も多く、特に何もしていな

いとする会社を除き約 8 割の会社が何らかの方法で乾燥の取組をしている結果となった。

前年度の調査と比較すると、機械装置やシートを導入している会社が増え、乾燥への取り組

みが進んでいることが伺えた。 

その他 4 件の内容では、屋根付きヤードやサイロを設置し濡らさない工夫をしていると

の回答が見られた。ただし、中には納入量に対して原木出材量に余裕がないため乾燥できな

いとする回答もあり、燃料材の需給状況が乾燥工程へも影響していることが分かった。 

 

 

図 21 乾燥のための取り組み 

  

46％ 

31％ 

9％ 

n=12 複数回答あり 

n=16 複数回答あり 

11％ 

3％ 
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4.4. 木質バイオマス燃料の需給量 

4.4.1. 調達量・使用量の計算方法について 

燃料調達量・使用量の集計にあたって、回答は各発電所によって生・絶乾トンが混在して

いたため、生トンの数値は、調査票の回答項目の水分(w.b.)によって絶乾トンに変換し、一

律に比較できるようにした。計算式は以下の通り。 

 

絶乾トンによる調達量（使用量） ＝生トンによる調達量（使用量）×（100－水分％） 

 

上記算式にて絶乾トンに変換するが、調査表に水分の回答が無ければ絶乾トン換算の調

達量の計算が出来ないことになる。したがって調達量､水分の項目が回答の無い発電所は調

達量、使用量の集計の対象から外した。絶乾トンへの換算の例を、表 7 に示す。 

表 7 絶乾トン、および生トンへの換算例 

発電所 回答調達量 
回答水分 

（w.b.） 

換算量 

（絶乾トン） 

換算量 

（生トン（水分

50%）） 

A 発電所 3,000（絶乾トン） 0％ 3,000 t 6,000 t 

B 発電所 6,000（生トン） 50％ 3,000 t 6,000 t 

C 発電所 4,000（生トン） 25％ 3,000 t 6,000 t 

合計 － － 9,000 t 18,000 t 

 

4.4.2. 燃料調達量の推移 

表 8 は、発電所における燃料調達量の四半期ごとの推移を、燃料種別ごとに示したもの

である。調査発電所が増えたために年度ごとの比較は単純にはできないが、年度内では回答

発電所数は統一している。また燃料調達量は一律に比較するために絶乾トンに変換してい

るが、木質ペレット・廃棄物およびその他は水分が不明なため換算なしの数値となっている。

各年度内に連続して回答いただいた発電所の数は、令和 3 年度第 1 四半期～第 3 四半期ま

では 65発電所、令和 4年度第 1 四半期～第 3 四半期までは 77発電所である。 

調達量を四半期ごとの量に着目すると、年度第 1 四半期の調達量が最も少なく、第 2 四

半期（7～9月）と第 4 四半期（1～3月）の調達量が多くなっている。これは 4月～6 月の

雨が多い時期で、用材の素材生産としては丸太に虫が入りやすいことからは出材が制限さ

れ、7～9 月に本格的に素材生産が開始され、10 月～12 月には国有林の作業に入る素材生産

業者が多いなどの素材生産業者特有の動き要因が考えられる。 
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2021 度（令和3 度） 2022 度（令和4 度）

前四半
期比

前四半
期比

前四半
期比

通期計
前四半
期比

前四半
期比

通期計

丸太 53,234 － 41,597 78% 17,969 43% 16,591 92% 129,390 52,563 － 50,245 96% 71,514 142% 174,323

国内チップ 331,225 － 368,315 111% 305,715 83% 320,637 105% 1,325,891 444,412 － 488,665 110% 453,235 93% 1,386,311

丸太 1,337 － 2,108 158% 2,297 109% 1,718 75% 7,460 1,505 － 1,619 108% 2,081 129% 5,204

国内チップ 3,324 － 4,443 134% 3,206 72% 4,773 149% 15,745 10,746 － 8,829 82% 11,313 128% 30,887

4,707 － 4,982 106% 3,731 75% 4,611 124% 18,030 5,381 － 4,801 89% 4,852 101% 15,034

0 － 8 #DIV/0! 0 0% 0 #DIV/0! 8 3,347 － 2,660 79% 1,515 57% 7,523

393,827 － 421,452 107% 332,917 79% 348,329 105% 1,496,525 517,953 － 556,819 108% 544,510 98% 1,619,282

丸太 1,316 － 1,057 80% 1,047 99% 1,442 138% 4,862 1,571 － 1,585 101% 1,508 95% 4,664

国内チップ 108,617 － 118,507 109% 114,434 97% 121,003 106% 462,560 154,595 － 154,508 100% 157,905 102% 467,008

丸太 274 － 90 33% 321 357% 165 51% 849 67 － 349 525% 162 46% 577

国内チップ 3,788 － 2,715 72% 1,732 64% 3,569 206% 11,805 4,146 － 3,360 81% 3,805 113% 11,312

81,742 － 100,784 123% 100,268 99% 123,266 123% 406,060 147,041 － 185,809 126% 147,806 80% 480,656

5,528 － 8,959 162% 8,952 100% 7,455 83% 30,893 23,268 － 20,812 89% 21,367 103% 65,447

201,265 － 232,112 115% 226,753 98% 256,900 113% 917,030 330,689 － 366,424 111% 332,552 91% 1,029,664

264,957 － 279,332 105% 263,606 94% 309,738 118% 1,117,633 300,767 － 316,680 105% 327,096 103% 944,543

0 － 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 12 － 95 769% 608 640% 715

264,957 － 279,332 105% 263,606 94% 309,738 118% 1,117,633 300,779 － 316,775 105% 327,704 103% 945,258

744 － 1,252 168% 448 36% 270 60% 2,714 3,064 － 3,868 126% 2,974 77% 9,906

31,734 － 34,514 109% 26,495 77% 33,086 125% 125,829 35,198 － 36,509 104% 39,246 107% 110,952

32,478 － 35,766 110% 26,943 75% 33,356 124% 128,544 38,262 － 40,377 106% 42,220 105% 120,858

1,652 － 1,942 118% 3,898 201% 3,936 101% 11,429 4,233 － 4,263 101% 3,570 84% 12,066

894,178 － 970,605 109% 854,117 88% 952,259 111% 3,671,160 1,191,916 － 1,284,657 108% 1,250,556 97% 3,727,129
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表 8 発電所における燃料調達量の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 n=67、令和 4 年度第 1～3 四半期 ｎ＝77 

表 8を燃料種ごとに、令和 4年度第 3 四半期までの燃料調達量の推移を示したのが図 22

令和 3 年度 n=67、令和 4 年度第 1～3 四半期 ｎ＝77 

図 22 になる。調査開始からの傾向を見ると、第 2 四半期の調達量が多くなる傾向があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 n=67、令和 4 年度第 1～3 四半期 ｎ＝77 

図 22 発電所における燃料調達量の推移 
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4.4.3. 燃料調達量の内訳 

調査対象木質バイオマス発電所のうち回答のあった 77 発電所の令和 4 年度、第 1 四半期

から第 3 四半期までの 3 四半期合計による燃料調達量の内訳を示したのが図 23 である。

内訳割合は「未利用木質」43％、「一般木質および農作物残さ」53％、「建築廃棄物」3％「一

般廃棄物」0％であった。これは昨年度（令和 3年度）調査の割合とほぼ変わらない結果で

ある。燃料材全体に占める国内産一般木質バイオマス（「針葉樹丸太」、「針葉樹チップ」、「広

葉樹丸太」、「広葉樹チップ」「その他工場残材」「その他農作物残さ」の合計）は全体の 15％

であった。海外燃料材の割合は昨年度 37％から今年度 38％へと微増であった。 

 

図 23 木質バイオマス発電所における燃料調達量の内訳 

4.4.4. 燃料調達量の内訳（FIT認定別） 

燃料調達量（図 23）を、「未利用木質発電所」、「一般木質および農作物残さ」発電所に区

分しそれぞれを図示すると、未利用木質発電所における燃料調達量（図 24）、一般木質およ

び農作物残さ発電所における燃料調達量（図 25）になる。 

まず、調査対象木質バイオマス発電所のうち回答のあった「未利用木質バイオマス発電所」

48 社の未利用木質バイオマス調達量は 1,121,842 絶乾トン、比率では 75％（昨年度 75％）

であった。一般木質・農作物残さ調達量は 293,767 絶乾トン、比率では 20％（昨年度 20％）

であった。この「未利用木質発電所」に占める海外燃料材の割合は 5％（昨年度 9％）であ

った。「未利用木質バイオマス発電所」においても海外燃料は調達され、燃料チップ水分が

高い場合の調整弁・助燃材としての役割を果たしている。また建築廃棄物の割合は 5％（昨

年度 5％）昨年度と同じであった。 

n=77 
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図 24 「未利用木質バイオマス発電所」の燃料調達量内訳 

 

調査対象木質バイオマス発電所のうち回答のあった「一般木質・農作物残さバイオマス発

電所」29 社の未利用木質バイオマス調達量は、497,440 絶乾トン、比率では 22％（昨年度

21％）、一般木質・農作物残さ調達量は 1,681,156 トン、比率では 75％（昨年度 75％）であ

った。また PKS、木質ペレット、海外チップなど輸入燃料材調達量は 60％（昨年度 56％）

となっており大きなウエイトを占めている（図 25）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 「一般木質および農作物残さバイオマス発電所」の燃料調達量内訳 

n=48 

n=29 
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4.5. 木質バイオマス燃料の価格 

針葉樹チップ価格については、調達量、使用量と同様に、購入価格は全国的に比較できる

データ量が確認できた。一方、広葉樹、PKS、廃棄物は、発電所の利用が少なく、データが

限られていることから､今回の価格調査結果には反映しないこととした。集計された針葉樹

のチップ価格については、FIT 制度との関連性が強いことから、「未利用木質・針葉樹チッ

プ」「一般木質・針葉樹チップ」に分けて、分析することとした。 

4.5.1. 価格の計算方法 

1）発電所での価格計算方法 

発電所の燃料価格の計算については、調達量の大小によって重み付けをする加重平均を

用いている。集計対象の発電所のうち、ごく一部のデータで､調達量､水分の記載がありなが

ら価格の記載が無いデータがあった。その場合の平均価格の算定にあたっては、価格の記載

が無い調達量は加重平均の分母から外した。具体的な計算例を表 9に示す。 

表 9 加重平均の計算例 

発電所 
回答調達量 

（絶乾トン） 

回答価格 

（円/ t） 

調達額 

（千円） 

平均価格 

（円/ t） 

D 発電所 1,000 t 13,500 円 13,500 千円 13,500 円／t 

E 発電所 2,000 t 回答なし － － 

F 発電所 5,000 t 15,000 円 75,000 千円 15,000 円／t 

合計および平均 6,000 t  88,500 千円 14,750 円／t 

注） E発電所の調達量 2,000 トンは、価格の回答がないため単価計算の分母から除外 

2）燃料供給会社での価格計算方法 

燃料供給会社の丸太調達価格の計算について、調査票での回答は価格のみのため単純平

均を用いている。 

また調査票の丸太調達価格には、「円／立米」と「円／生トン」での価格記載が混在して

いるため、以下の方法で絶乾トンでの価格に変換している。 

（1）立米での回答の換算 

換算率（針葉樹 2.2、広葉樹 1.7）を使用して絶乾トンに変換している。 

【例】針葉樹の場合 5,500 円／立米 × 2.2 ＝ 12,100 円／絶乾トン 

（2）生トンでの回答の換算 

暫定的に水分 50％と仮定して、絶乾トンに変換している。 

計算式：調達価格（絶乾トン） ＝ 調達価格（生トン）÷（100―水分％）／100 
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4.5.2. 燃料材および製紙用チップ価格の推移（全国） 

1）発電所における燃料材・針葉樹チップ調達価格の推移 

燃料材需給動向調査による発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・

針葉樹チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが、図 26 である。未利用木

質・針葉樹チップ価格は、令和 4 年度若干の上昇、長期的には徐々に上昇傾向となってい

る。一般木質・針葉樹チップは令和 4 年度は第 1 四半期 11,147 円から第 3 四半期 11,684

円と若干の上昇傾向となっている。 

図 26 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（全国） 

注 1） 4.5.2～3の燃料材価格推移の図に関して、《マーカー付き折れ線グラフ》で示し

ているのが、財務省「貿易統計」より、針葉樹チップ価格、広葉樹チップ価格で

ある。価格は、通関価格（CIF 価格によるもの）で、引取消費税、国内運賃、国内

諸掛かりを含まない価格である。 

注 2）《マーカー無し折れ線グラフ》で示しているのが、林野庁「木材価格統計」より、

針葉樹チップ価格、広葉樹チップ価格である。価格はチップ工場渡し価格である。 

注 3）《太いマーカー付き折れ線グラフ》で示しているのが、燃料材需給動向調査によ

る発電所の調達する燃料材価格を示している。価格は発電所着価格で運賃込みの

価格である。 

注 4）《積上げ縦棒グラフ》で示しているのが、資源エネルギー庁が公表、木質バイオ

マス発電所の導入容量を示している。4.5.3 の地方別の価格に関しては、その地方

における導入容量をグラフにしている。 
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（1）全国的な燃料材需給・価格動向 

令和 4 年度の燃料材需給動向は、バイオマス発電所にとって厳しい年であった。まず

年度後半にウッドショックの沈静化に伴って用材需要が急激に縮小し素材生産量が減少

したとみられること。さらに製紙原料用の輸入チップ価格が燃料用チップ価格を上回る

ことで燃料材との競合を呼び、燃料材の集荷に影響した。 

針葉樹チップの輸入通関価格は、令和 4 年 11 月に 34,759 円／絶乾トンという価格を

付け（図 26）、この価格は木材価格統計を遡って最も高い昭和 55年（第 2次オイルショ

ック）の針葉樹チップ価格 21,340 円／絶乾トンよりも高い価格となっている。価格高騰

の要因は、北米のチップ価格上昇、円安、さらに船運賃の上昇が重なったことである。製

紙会社は製品価格の値上げができるが、バイオマス発電所は FIT 固定価格が上限として

決まっているためにそれができない。 

輸入燃料材の木質ペレット、PKS も同様に高騰した。木質ペレットの令和 4 年の平均

通関価格は前年比 37％上昇、PKSは同様に前年比 38％上昇している。一般木質および農

作物残さを主として利用する発電所は、FIT売電価格が低いため、採算は厳しさを増して

いる。一般木質・農産物残さの認定件数・容量も、2022 年 6月には 181 件、6,835 千 kW

であったものが、2022 年 9 月には 176 件、6,780 千 kW と減少する動きがみられる。 

燃料材の調達難のため、令和 4 年 12 月にいっぱいで兵庫県のバイオマス発電所が運転

を停止した。報道によれば「ウッドショック」を理由として説明されているが、燃料材集

荷難の要因は複合的なものと想定される。5,600kW の発電所を運営するためには、一般

的には年間約 8 万トンの木材を必要とするが、丸太に換算すると約 13 万立米にもなる。

これを常時投入できるように燃料材を集荷しなければならない。 

燃料材の集荷難の原因は、輸入チップの高騰からの競合の他に、地域の森林経営計画の

減少も懸念される。森林経営計画は中期的・計画的な伐採・造材を進めるツールである。 

 
図 27 兵庫県、京都府の森林経営計画面積の推移 

兵庫県、京都府、森林林業統計書より（2014 年 2015 年は京都府のデータなし） 
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都道府県

   木質

  量計

（kW）

  量

順 

（ ）

 0 4年  

 価格

（ ）

 0  年  

 価格

（ ）

価格上昇

率比較①

（ ）

 0 4年  

 価格

（ ）

 0  年  

 価格

（ ）

価格上昇

率比較②

（ ）

 0 4年  

 価格

（ ）

 0  年  

 価格

（ ）

価格上昇

率比較③

（ ）

 0 4年  

 価格

（ ）

 0  年  

 価格

（ ）

価格上昇

率比較④

（ ）

北海道 91,620 5,500 7,400 34.5 8,500 9,900 16.5 11,800 15,400 30.5 17,900 21,200 18.4

宮崎県 38,840 4,400 8,000 81.8 9,300 8,400 -9.7 11,900 11,100 -6.7 18,900 20,300 7.4

鹿児島県 33,430 4,700 8,200 74.5 9,300 9,700 4.3 0 13,000 #DIV/0! 14,900 15,700 5.4

和歌山県 26,564 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

大分県 25,461 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 10,300 12,500 21.4 0 0 #DIV/0!

兵庫県 22,130 2,500 7,200 188.0 0 0 #DIV/0! 15,100 19,300 27.8 0 0 #DIV/0!

長野県 20,250 3,500 7,200 105.7 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

 島県 16,950 2,600 6,100 134.6 5,300 6,000 13.2 12,300 16,000 30.1 17,500 20,300 16.0

福島県 14,930 4,800 5,700 18.8 8,600 9,400 9.3 15,500 21,200 36.8 17,500 21,400 22.3

高知県 14,790 4,500 5,600 24.4 0 0 #DIV/0! 12,700 20,900 64.6 0 0 #DIV/0!

熊本県 14,330 5,000 7,400 48.0 8,000 8,900 11.3 13,500 18,600 37.8 17,900 22,800 27.4

岐阜県 13,842 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

山形県 13,774 0 6,200 #DIV/0! 8,700 9,700 11.5 0 0 #DIV/0! 15,100 0

新潟県 13,240 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

岩手県 12,900 5,100 7,300 43.1 9,600 11,400 18.8 13,600 17,100 25.7 16,600 19,700 18.7

岡山県 12,331 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 11,800 14,600 23.7 0 0 #DIV/0!

佐賀県 9,850 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

茨城県 8,906 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 7,500 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

福井県 7,545 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

秋田県 7,450 3,800 7,000 84.2 9,100 12,500 37.4 13,300 16,700 25.6 17,000 22,000 29.4

群馬県 7,049 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

島根県 7,030 7,100 9,800 38.0 9,200 10,800 17.4 0 0 #DIV/0! 20,100 22,600 12.4

徳島県 6,820 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 21,500 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

青森県 6,560 4,700 7,000 48.9 10,400 12,100 16.3 12,300 17,200 39.8 16,300 19,500 19.6

奈良県 6,500 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

三重県 5,800 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

富山県 5,750 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 20,600 18,100 -12.1 0 0 #DIV/0!

福岡県 5,700 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

栃木県 1,995 4,700 5,000 6.4 0 0 #DIV/0! 12,000 12,000 0.0 0 15,400 #DIV/0!

愛媛県 1,115 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 9,200 12,900 40.2 0 0 #DIV/0!

宮城県 1,009 4,900 5,800 18.4 8,000 8,900 11.3 16,400 19,800 20.7 18,100 20,500 13.3

山梨県 800 4,000 7,500 87.5 5,100 7,400 45.1 0 0 #DIV/0! 14,500 17,400 20.0

静岡県 612 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 15,900 18,000 13.2 0 0 #DIV/0!

山口県 67 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

FIT  量 チップ    丸太価格 チップ    丸太価格   プ     チップ価格   プ     チップ価格

停止した木質バイオマス発電所の立地している兵庫県の森林経営計画面積を見ると、

ピークの 2017 年を 100％とすると 2021 年は 57％にまで減少している（図 27）。兵庫県

の森林経営計画面積の民有林全体に占める認定率は 10.9％、隣接県の京都府の認定面積

も横ばいで認定率は 12.0％である。バイオマス発電所で使用される未利用材のうち保安

林以外の主伐に係るものは、森林経営計画を前提としているため、その認定面積が減少す

れば未利用材も減少することになる。森林経営計画面積の減少は一部の県を除き全国的

な傾向である。 

（2）既存統計との比較 

本調査では、燃料材チップ価格は「運賃込み」の発電所到着価格で、木材価格統計では

「運賃なし」のチップ工場渡し価格である。このように同一の条件ではないため、単純に

は比較出来ないが、未利用木質・針葉樹チップ調達価格は、FIT 制度は始まってから上昇

を続け国内のパルプ向けの針葉樹チップ、輸入チップにも迫る高値となっている。 

表 10 は、国内の製紙用チップ用丸太、製紙用チップの価格を木材価格統計から 2014

年 12 月から 2022 年 12 月までの 8 年間の価格変化を見たものである。まず FIT 導入容

量の大きい県の巡で並べ替えを行い、価格上昇利率がプラスの場合は赤色、マイナスの場

合は青色で色分けしてある。これによると各道府県とも丸太価格、チップ価格は大きく上

昇している。FIT 導入容量が大きな県が必ずしも上昇率が高いわけでは無いが、チップ用

丸太、チップ価格は一貫して上昇しているように見える。 

表 10 チップ用丸太、パルプ用チップの価格動向 
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（3）調達価格等算定委員会の想定燃料費との比較（未利用木質） 

本調査の結果､未利用木質・針葉樹チップ・燃料材調達価格の令和 4 年度第 1 四半期か

ら第 3 四半期の全国平均は、10,735 円/生トン（水分を 50％と仮定し、絶乾トンから換

算）であった。未利用針葉樹チップの単価は、昨年度調査 10,676 円/生トンから 60円/生

トン上昇する結果であった。 

令和 4 年 10 月より調達価格等算定委員会（以下、算定委）で令和 5年度以降の調達価

格等について検討されてきた結果が令和 5 年 2 月 8 日に公表された。そこで示された令

和 4年度の未利用木質バイオマスの燃料費平均（熱量換算）は「1,204 円/GJ｣(想定値 1,200

円/GJ、95件から集計）であったから、これを未利用木質バイオマスの燃料費を重量換算

すると、1,204 円/GJ=>12,040 円/生トンになる。算定委にて公開されたデータと、本調

査による令和 4 年度第 1 四半期から第 3 四半期の平均 10,735 円/生トン（消費税込み

11,809 円/生トン）と比較すると、231円の差異があったがおおむね近似する結果となっ

た。 

（4）調達価格等算定委員会の想定燃料費との比較（一般木質および農作物残さ） 

本調査の結果、一般木質・針葉樹チップ燃料材調達価格の令和 4 年度第 1四半期から

第 3四半期までの全国平均は、10,608 円/生トン（水分を 50％と仮定し、絶乾トンから

換算）であった。昨年度調査 9,312 円/生トンから 1,296 円/生トン上昇する結果であっ

た。これは海外燃料材の価格が上昇し、今年度の調達単価が上昇したことが要因と推察

される。 

算定委で示された令和 4年度の一般木質等の燃料費（熱量換算）は、893円/GJ｣(想定

値 750 円/GJ、194 件から集計）で、重量換算すると 893円/GJ=>8,930円/トンにな

る。算定委にて公開されたデータと、本調査による令和 4年度第 1 四半期から第 3四半

期の平均 10,608 円/生トン（消費税込み 11,669 円/生トン）と比較すると、生トンあた

り 2,739 円の差がつく結果となった。海外燃料材の高騰が続き、想定していた単価では

運用できていない結果となっていると思われる。 

（5）今後の発電所の稼働と原木需給の動向 

エネ庁からの公表資料では、令和 3 年（2021 年）9 月から令和 4 年（2022年）9 月ま

での 1 年間に稼働を開始した未利用木質発電所（2,000kW 以上）は 2 件、出力合計純増

は 24,870kW だった。未利用木質発電所の導入は 2,000kW 以上の大規模なものは頭打ち

になっているが、燃料材の集荷難は今後も続くものと考えられる。 

令和 4 年（2022 年）9 月までに稼働を開始した一般木質および農作物残さ発電所は 7

件、出力合計純増は 785,654kW だった。海外燃料材と使う大型の発電所は導入の今後も

予定があり、海外燃料材の輸入は増えていくだろう。 

燃料材需要は今後も増加が予測されている。素材生産の現場では、山林からＡから D
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材までをまとめて出材するために、燃料材だけの生産増を求めることは難しい。素材生産

の現場ではＡ～D 材全体として採算の合わない山林での出材は期待できず、木材需要全

体を俯瞰することが求められてくる。また、ウッドショックのような用材需要の増加が起

きれば、それぞれ品質の間にある素材は、より価格の高い用途に持って行かれることにな

る。燃料材需要は用材需要とは違い景気に左右されず一定量の供給が求められる。山元か

らの計画的な生産、流通が求められている。 

2）燃料供給会社における燃料用・針葉樹丸太調達価格の推移 

燃料材需給動向調査による燃料供給会社における未利用木質・針葉樹丸太価格、および

一般木質・針葉樹丸太価格を、既存統計のチップ価格と比較したものが図 28になる。 

令和 4 年度におけるチップ会社の未利用木質・丸太価格全国平均は、6,415/立米（第 1

四半期）から 6,558 円立米（第 3 四半期）でゆるやかな上昇、一般木質・全国針葉樹丸太

価格（全国）は、少ないサンプル数での傾向のため特殊な要因が影響しているものと考え

られるが 4,577 円/立米（第 1 四半期）から 3,402 円/立米（第 3 四半期）へと 1,175 円/

立米もの大幅下落となった。グラフ中の単価については、既存統計と比較しやすいように

立米に変換してある。 

図 28 燃料供給会社における針葉樹丸太調達価格の推移（全国） 

 

（1）既存統計との比較 

既存統計との比較では、未利用木質・針葉樹丸太の調達価格は、全国チップ向け針葉樹丸

太価格の 9 割程度の価格で取引されている。本調査では燃料材丸太価格は「運賃込み」のチ

マーカーあり折れ線 国内チップ用丸太価格 

（青：針葉樹、黄：広葉樹 紺：合板用） 

太マーカー付き折れ線・燃料材需給動向調査 

未利用針葉樹丸太価格（緑）、一般針葉樹丸太価格（青） 
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ップ会社到着価格で、木材価格統計では「運賃込み」のチップ工場買取価格で条件は同一で

ある。9 年前（平成 26 年３月）から木材価格統計のチップ向け針葉樹丸太価格は 4,500 か

ら 7,200円へと 2,700 円上昇している。補足しておくと、一般木質・針葉樹丸太の調達につ

いては、調査に回答していただいた 16 社のうち 6社しか調達しておらず、調達時期、調達

量とも不安定な状態である。価格も現場や事業体によって差があるなどバラツキ易い性質

を持っている。 

 

（2）チップ用丸太、チップ受渡価格との差（限界利益） 

燃料供給会社の絶乾トン換算による「未利用木質・針葉樹丸太価格」と、「未利用木質・

針葉樹チップ」の発電所への受け渡し価格、およびその差（限界利益）の差の全国平均推移

をまとめたものが表 11になる。単位は絶乾トンに換算してある。 

令和 4 年度における「未利用木質・針葉樹チップ用丸太」（14,226 円/絶乾トン）と、「未

利用木質・針葉樹チップ受け渡し価格」（20,948 円/絶乾トン）の差（全国平均・第 1 四半

期から第 3 四半期平均）は、6,721 円/絶乾トンであった。昨年度調査では 6,328 円/絶乾ト

ンであったから絶乾トンあたり 393円ほど限界利益が増加する結果となった。 

表 11 燃料供給会社、未利用木質バイオマス・限界利益の推移 

項目 
令和 3 度 令和 4 度 

1Q 2Q 3Q 4Q 平均 1Q 2Q 3Q 平均 

チップ受け渡し価格 19,412  19,997  19,860  19,565  19,703  20,799  20,955  21,089  20,948  

未利用木質丸太価格 13,172  13,059  13,512  13,735  13,375  14,114  14,139  14,427  14,226  

差引：限界利益 6,240  6,938  6,348  5,830  6,328  6,685  6,816  6,663  6,721  

注）単位：絶乾トン／円 

 

燃料供給会社の絶乾トン換算による「一般木質・丸太購入価格」と、「一般木質・チップ

の発電所への受け渡し価格」、およびその差（限界利益）の差の全国平均推移をまとめたも

のが表 12 になる。単位は未利用木質価格と同様に絶乾トンに換算してある。 

令和 4 年度における「一般木質・針葉樹チップ用丸太」（8,811 円/絶乾トン）と、「一般

木質・針葉樹チップ受け渡し価格」（16,812 円/絶乾トン）の差（全国平均・第 1 四半期か

ら第 3 四半期平均）は、8,001 円/絶乾トンであった。昨年度調査では 9,363 円/絶乾トンで

あったから絶乾トンあたり 1,362 円もの限界利益が減少する結果となった。また未利用木

質と一般木質の限界利益と比較では 1,280 円もの差があり、一般木質バイオマスの方の限

界利益が高かった。 

一般木質バイオマスは、量的にも不安定で、ものによっては異物の混入が心配される。石、

砂などがチッパーの刃に与える影響もあり、燃料供給会社に敬遠されているが、リスクの高

さ分が限界利益に表れているといえる。 
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表 12 燃料供給会社、一般木質バイオマス・限界利益の推移 

項目 
平成元年度 令和 2 年度 

1Q 2Q 3Q 4Q 平均 1Q 2Q 3Q 平均 

チップ受け渡し価格 15,736  15,881  15,566  16,360  15,954  16,740  16,946  16,750  16,812  

一般丸太購入価格 6,020  6,450  6,321  7,409  6,591  10,069  8,880  7,484  8,811  

差引：限界利益 9,715  9,430  9,245  8,952  9,363  6,671  8,066  9,265  8,001  

注）単位：絶乾トン／円 

4.5.3. 燃料材および製紙用チップ価格の推移（地方別） 

4.5.2.で全国の調査燃料材価格を、農林水産省「木材価格統計調査」、財務省「貿易統計」

輸入チップ価格、資源エネルギー庁「FIT導入容量」と比較する図を示したが、地方におけ

る価格も同様に既存統計と比較できるようにした。 

地方における燃料材価格は、調査対象発電所の入替、また災害などによる素材生産量の減

少、また一般木質バイオマスにおいては、調達量が少ないことなどにより価格変化が大きい

ものとなりやすい。その地方で価格が上昇傾向なのか下落傾向なのか、図の線だけではよく

分からない場合があったため、各地方の状況や今後の需給動向などの説明を入れた。併せて

見ていただくことによって、各地方の状況を把握できると思う。 

集計した地方の区分については、都道府県を、表 13の通りに区分した。 

なお、地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない

可能性があることに注意が必要である。 

表 13 地方の区分 

北海道地方 北海道 

東北地方 青森、岩手、秋田、宮城、山形、福島 

関東甲信地方 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野 

北陸地方 新潟、富山、石川、福井 

中部地方 静岡、愛知、岐阜、三重 

近畿地方 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 

中国地方 鳥取、島根、岡山、広島、山口 

九州地方 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 
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1）北海道地方 

（１）需給動向 

北海道地方における発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉

樹チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが、図 29 である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 23,063 円／絶乾ト

ンであった。この価格は地方の中でも 2 番目に高い価格となっている。一般木質・針葉樹チ

ップ価格の上下の振れは、未利用木質・針葉樹チップに比べ、一般木質針葉樹チップの調達

量は僅かであり、また取引案件ごとに価格が決まることが多いため、結果として変動が激し

いものとなっている。 

図 29 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（北海道地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

北海道における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9月現在、移行導入を除く）

が 8 件、91,620kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 4 件、114,540kW である。

認定容量は「未利用木質発電所」が 14件、133,390kW、「一般木質および農作物残さ・発電

所」が 12 件、445,640kW である。 

令和 4 年に導入された発電所は無かった。 

認定され未導入の主な発電所は、安平バイオマスエナジー（1,990kW）、石狩バイオマス

エナジー（51,500kW）、勇払エネルギーセンター（74,950kW）、苫東バイオマス発電

（50,000kW）、王子グリーンエナジー江別（74,950kW）、小樽第１第 2 バイオマス発電所

（19,800kW）、などがある。 
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（    ）

令和 年
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令和 年

（    ）

北海道・   量（  ）チップ価格（      ） 太マーカー付き折れ線・燃料材需給動向調査 

未利用針葉樹チップ価格（緑）、一般針葉樹チップ価格（青） 

積み上げ縦棒 

北海道導入容量（MW） 

マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

 

 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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2）東北地方 

（１）需給動向 

東北地方における発電所の「未利用・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹チッ

プ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが、図 30である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 22,063 円／絶乾ト

ンであった。この価格は地方の中でも 3 番目に高い価格となっている。一般木質チップ価

格は夏に下がり年度末に上昇する形を繰り返している。 

東北地方では製紙用チップ、燃料用チップともに引き合いが強く原木の集荷に苦労して

いる。特に東北南部では新規発電所の稼働により不足感が強くなっている。ウッドショック

後の反動により素材生産が控えられる中で、燃料材丸太の出材も減少傾向となっている。 

図 30 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（東北地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

東北地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 33件、56,623kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 12 件、586,922 kW で

ある。認定容量は「未利用木質発電所」が 64 件、110,397kW、「一般木質および農作物残

さ・発電所」が 19 件、1,080,390kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、エイブルエナジー（福島 112,000kW）、平田バイオ

エナジー（福島 1,990kW）、山形バイオマスエネルギー（山形 1,960kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、仙台港バイオマスパワー（宮城 112,000kW）杜の都バ

イオマスエナジー（宮城 74,950kW）、石巻ひばり野バイオマスエナジー（宮城 74,950kW）、

鳥海南バイオマスパワー（山形 52,900kW）、飯舘バイオパートナーズ（福島 7,500kW）、会

津こもれび発電所（福島 7,100kW）。 
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東北導入容量（MW） 

太マーカー付き折れ線・燃料材需給動向調査 

未利用針葉樹チップ価格（緑）、一般針葉樹チップ価格（青） マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

 

 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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3）関東甲信地方 

（１）需給動向 

関東甲信地方における発電所の「未利用・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹

チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが、図 31である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 15,431 円／絶乾ト

ンであった。この価格は地方の中でも最も低い価格となっている。一般木質・針葉樹チップ

はほぼ横ばいとなっている。未利用燃料チップ価格が全国の中で最も安い関東甲信地方だ

が、長期的に見れば 1 万 1 千円台から 1 万 5 千円台へと徐々に価格の上昇が続いている。

燃料材の不足感は強く、令和 4 年 12 月には一時的に茨城県のバイオマス発電所が一時休止

した。長野県でも建築用材に引き合いが低迷しているため、以前よりは集荷しやすくなった

が、調達距離の関係で計画量に達していない発電所も残っている。 

図 31 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（関東甲信地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

関東甲信地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入

を除く）が 18件、39,000kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 17件、366,837kW

である。認定容量は「未利用木質発電所」が 30 件、69,961kW、「一般木質および農作物残

さ・発電所」が 41 件 933,967kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、大林神栖バイオマス発電（茨城 51,500kW）、大子

リニューアブルエナジー（茨城 1,166kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、神栖バイオマス発電所（茨城 50,000kW）、ＤＳグリー

ン発電甲斐（山梨 6,950kW）、市原八幡埠頭バイオマス発電（千葉 75,000kW）、袖ケ浦バイ

オマス（千葉 75,000kW）など。 
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マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

 

 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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4）北陸地方 

（１）需給動向 

北陸地方における発電所の「未利用・針葉樹チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比

較したものが、図 32 である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 18,951 円／絶乾ト

ンであった。全国的に製紙チップが高い地域だったが令和 4 年からトンあたり 2 万円を切

り、未利用材価格とほぼ同じ価格となっている。降雪が激しい地域ではＣ材丸太の出材は低

調が続き第 3 四半期にかけて未利用材チップ価格が上昇した。一般木質チップ価格は全国

で最も低い価格となっているが、この地域での一般木質チップの利用量は少ない。 

 

図 32 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（北陸地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

北陸地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 8 件、26,534kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 2 件、88,500kW である。

認定容量は「未利用木質発電所」が 13 件、34,547kW、「一般木質および農作物残さ・発電

所」が 6件、200,320kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、伏木万葉埠頭バイオマス発電（富山 51,500kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、新潟東港バイオマス発電（新潟 50,000kW）、北陸電力

（石川 700,000kW）、北陸電力（福井 700,000kW）など。 

 

 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

（青：針葉樹、黄：広葉樹） 
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積み上げ縦棒 

北陸導入容量（MW） 

マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

 

 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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5）中部地方 

（１）需給動向 

中部地方における発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹

チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが、図 33である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 27,577 円／絶乾ト

ンであった。北海道と並んで全国で最も高い調達価格となっている一方、一般木質・針葉樹

チップ価格は、全国で 2番目に低い価格となっている。 

令和 4年度は円安などにより輸入チップが高騰、それに伴い国産チップの需要が増えた。

しかし供給量は追いつかず需給の逼迫は常態化、集荷距離も長距離になり価格は高騰した。 

図 33 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（中部地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

中部地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 9 件、20,253kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 9 件、518,009kW であ

る。認定容量は「未利用木質発電所」が 21 件、59,113kW、「一般木質および農作物残さ・

発電所」が 27 件、1,166,209kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、ＪＥＲＡ（愛知 191,041kW）、鈴川エネルギーセン

ター（静岡 112,000kW）であった。 

認定され未導入の主な発電所は、遠州フォレストエナジー（静岡 7,100kW）、御前崎港バ

イオマスエナジー（静岡 74,950kW）田原バイオマス発電所（愛知 50,000kW）、田原バイオ

マスパワー（愛知 112,000kW）、愛知蒲郡バイオマス（50,000kW）など。 
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マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 
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※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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6）近畿地方 

（１）需給動向 

近畿地方における発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹

チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが図 34 である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 18,795 円／絶乾ト

ンであった。燃料材の供給不足が続き、兵庫県朝来バイオマスが令和 4年末に停止した。製

紙、燃料チップの需要は多く、依然として未利用材をはじめ丸太の供給は不足している。和

歌山、奈良のバイオマス発電所でもチップの不足感が聞かれている。 

図 34 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（近畿地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

近畿地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 6 件、55,194kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 3 件、58,900kW である。

認定容量は「未利用木質発電所」が 13件、62,653 kW、「一般木質および農作物残さ・発電

所」が 13 件、534,010 kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、エフオン新宮（和歌山 18,000kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、丸紅クリーンパワー（京都 50,000kW）、相生バイオエ

ナジー（兵庫 200,000kW）、広畑バイオマス発電（兵庫 74,900kW）、木質バイオマス五條発

電所（奈良 10,000kW）、和歌山御坊バイオマス発電（和歌山 50,000kW）など。 
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積み上げ縦棒 

近畿導入容量（MW） 

マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

 

 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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7）中国地方 

（１）需給動向 

中国地方における発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹

チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが図 35 である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 19,508 円／絶乾ト

ンであった。中国地方においても燃料用チップは不足感が強い。製紙業界も輸入チップの高

騰から国産チップの集荷を強めており競合が発生している。燃料調達がうまくいかず稼働

率が下がる発電所も聞かれている。 

図 35 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（中国地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

中国地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 7 件、36,378kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 12件、454,207kW であ

る。認定容量は「未利用木質発電所」が 17 件、46,852 kW、「一般木質および農作物残さ・

発電所」が 22 件 915,664 kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、米子バイオマス発電（鳥取 54,500kW）、周南パワ

ー（山口 87,945kW）、下関バイオマスエナジー（山口 74,990kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、境港エネルギーパワー（鳥取 24,300kW）、境港昭和町

バイオマス発電（鳥取 28,110kW）、中国電力（島根 1,000,000kW）、福山バイオマス発電所

（広島 52,700kW）、電源開発（広島 600,000kW）、中国木材（広島 9,900kW）、長府バイオ

パワー（山口 74,950kW）、出光興産（山口 50,000kW）など。 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

（青：針葉樹、黄：広葉樹） 
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太マーカー付き折れ線・燃料材需給動向調査 

未利用針葉樹チップ価格（緑）、一般針葉樹チップ価格（青） マーカー付き折れ線 輸入チップ平均通関価格 

マーカーなし折れ線 国内チップ価格 

 

 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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8）四国地方 

（１）需給動向 

四国地方における発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹

チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが図 36 である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 18,572 円／絶乾ト

ンであった。この未利用材価格は地方の中でも最も低価格となっている。 

昨年末の降雪の影響で燃料用丸太の出材は減っている地域がある。四国でも製紙用チッ

プと競合しバイオマス燃料向けの丸太は減少している。ウッドショックの反動による用材

需要減により山元では伐採を減らしている。 

図 36 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（四国地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

四国地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 6 件、22,725kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 2 件、42,000kW である。

認定容量は「未利用木質発電所」が 10件、27,176 kW、「一般木質および農作物残さ・発電

所」が 8件、336,590 kW である。 

令和 4年に導入された主な発電所は、エフビットコミュニケーションズ（高知1,990kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、王子グリーンエナジー徳島（徳島 74,950kW）、徳島津

田バイオマス発電（徳島 74,800kW）、坂出バイオマスパワー（香川 74,950kW）、日本海水

（香川 9,990kW）、大洲バイオマス発電（愛媛 50,000kW）、丸住製紙（愛媛 9,990kW）な

ど。 
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※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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9）九州地方 

（１）需給動向 

九州地方における発電所の「未利用木質・針葉樹チップ価格」および「一般木質・針葉樹

チップ価格」を、既存統計のチップ価格と比較したものが図 37 である。 

発電所の未利用木質・針葉樹チップの価格は、令和 4年度第 3 四半期 21,709 円／絶乾ト

ンであった。価格は大きく変化してはいないが、燃料用未利用材は確保しづらい状況が続い

ている。一時から為替が円高に振れて輸出用材との競合も若干やわらいでいる。輸出港、バ

イオマス発電所までの距離、価格との兼ね合いで丸太の行き先が決まってくる。 

 

図 37 発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（九州地方） 

（２）発電所の導入状況と未導入の発電所 

九州地方における導入容量は、「未利用木質発電所」（令和 4 年 9 月現在、移行導入を除

く）が 18件、127,611kW、「一般木質および農作物残さ・発電所」が 15 件、598,270kW で

ある。認定容量は「未利用木質発電所」が 64 件、152,443kW、「一般木質および農作物残

さ・発電所」が 27 件、1,118,541kW である。 

令和 4 年に導入された主な発電所は、バイオパワー苅田（福岡 74,950kW）、九州再生エ

ナジー（熊本県 6,250kW）、日奈久バイオマス（熊本 1,750kW）。 

認定され未導入の主な発電所は、新門司バイオマス発電所（福岡 100,000kW）、黒崎バ

イオエナジー（福岡 74,950kW）、日本海水ＴＴＳ苅田パワー（福岡 50,000kW）、くまもと

森林発電（熊本 75,000kW）、日向バイオマス発電（宮崎 50,000kW）、リージョナルパワー

（宮崎 14,500kW）など。  
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積み上げ縦棒 

九州導入容量（MW） 

※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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4.5.4. 燃料チップ価格推移の地方別比較 

1）地方別・未利用木質針葉樹チップ価格の推移 

発電所から回答があった燃料材価格のうち未利用木質針葉樹チップの価格推移（絶乾ト

ン換算）を地方別に示したのが図 38である。全国価格を長期的に見ると 2 万円から 2万 1

千円／絶乾トンへと緩やかに上昇している。 

令和 4 年第 3 四半期の未利用木質・針葉樹チップの全国平均価格は、21,540／絶乾トン

であった。これよりも高い地域は北海道地方、東北地方、中部地方、九州地方であった。中

部地方の未利用チップの高騰が顕著で、関東甲信地方が最も低い価格であった。 

図 38 発電所の地方別・未利用木質・針葉樹チップ調達価格の推移 

 

2）地方別・一般木質針葉樹チップ価格の推移 

発電所から回答があった燃料材価格のうち一般木質針葉樹チップの価格推移（絶乾換算）

を地方別に示したのが図 39 である。全国価格を長期的に見ると 1 万 4 千円から 1 万 2 千

円／絶乾トンへと緩やかに下降している。 

令和 4 年度第 3 四半期の一般木質・針葉樹チップの全国平均価格は、11,684 円／絶乾ト

ンであった。一般木質針葉樹チップは取引量が少なく、取引案件毎に価格が決まることが多

い。そのため価格変動が激しく、同じ地方の中でも価格差がある場合が多い。こうした価格
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※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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差、変動は一般木質バイオマスの性質からすれば仕方のないことかも知れない。 

なお四国地方は一般木質バイオマスの取引量が極めて少なく、調達も一部の発電所に限

られることから、表示から除外した。 

図 39 発電所における地方別・一般木質・針葉樹チップ調達価格の推移 
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※地域によっては集計対象数が少ないため、価格が地域を代表する値となっていない可能性がある。 
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4.5.5. 価格変動理由 

1）発電所 

発電所に対し、前四半期と比較して価格が変動した場合に理由について聞いたところ、回

答があった発電所のうち、針葉樹チップに対しては約半数から変動理由の回答が得られた。

この項では、針葉樹チップの未利用木質バイオマス・一般木質バイオマス区分での価格に絞

って変動理由についてまとめた。この項目もそれぞれの年度で連続して回答をいただいた

発電所を集計している。 

まず、未利用木質・針葉樹チップの価格変化（表 14）については、チップの「価格が上

昇」の発電所が、令和 4 年度第 2 四半期に多くなっている。これは製紙用チップの上昇が

最も大きかった時期と一致しており、製紙用チップと燃料用チップの競合が起きたことを

示しているのではないか。 

価格変化の理由で多かったのが、水分等の「チップ条件に変化」であった（表 15）。次い

で「チップ条件の変化」「価格協定の改定」が続いた。 

表 14 未利用木質・針葉樹チップの価格変化の推移（単位：回答発電所数） 

価格の変化 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

価格が変化なし 5 10 8 9 6 7 5 

価格が上昇 10 18 18 16 15 21 19 

価格が下落 16 13 15 16 16 18 22 

注） 絶乾換算後の価格の変化である 

表 15 回答された価格変化の要因（単位：回答発電所数） 

回答のあった 

価格変化の要因 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

チップ条件の変化 0 2 2 2 2 2 2 

チップ水分の変化 10 9 9 9 11 11 10 

価格協定の改定 2 1 3 3 5 1 3 

新規工場・発電所が稼働 1 0 1 1 1 1 2 

発電所の調達量の変化 0 1 1 1 1 1 1 

その他 2 3 2 3 3 3 3 
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一般木質・針葉樹チップの価格変化では,令和 4 年度第 2四半期にチップの「価格が上昇」

と回答した発電所が多くなっている（表 16）。これは海外燃料材が産地価格の上昇と円安に

より最も上昇した時期と一致している。反対にチップの「価格が下落」と回答した発電所も

多かったが、いわゆる一般木質燃料を使用している発電所の回答が多かった。一般木質チッ

プは FIT 価格が低いためなるべく入れたくない発電所が多く燃料材も安い。 

価格変動要因の回答ついては、もともと一般木質・針葉樹チップの取引量自体が少ないた

め回答が少なかった（表 17）。また、価格変化の理由で多かったのが、「チップ条件に変化」

「チップ水分の変化」「新規工場、発電所が稼働」と回答の発電所が一定数あった。 

表 16 一般木質・針葉樹チップの価格変化の推移（単位：回答発電所数） 

価格の変化 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

価格が変化なし 5 11 9 7 4 3 5 

価格が上昇 4 7 8 14 10 20 15 

価格が下落 14 10 12 10 15 14 17 

注） 絶乾換算後の価格の変化である 

表 17 回答された価格変化の要因（単位：回答発電所数） 

回答のあった 

価格変化の要因 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

チップ条件の変化 2 3 2 3 2 2 2 

チップ水分の変化 4 5 4 4 8 7 7 

価格協定の改定 2 1 4 3 1 1 1 

新規工場・発電所が稼働 0 0 0 1 1 0 0 

発電所の調達量の変化 1 1 1 1 1 1 2 

その他 2 3 3 3 3 3 2 
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2）燃料供給会社 

燃料供給会社も発電所と同様、前四半期からの価格の変動について理由をたずね、この項

では針葉樹丸太の未利用木質バイオマス・一般木質バイオマス区分での価格変動理由につ

いてまとめた。 

未利用木質・針葉樹丸太については価格が上昇したと回答した事業者が最も多く 8 社

（50%）、次いで変動がないと回答している事業者が 7社（43%）で、価格は上昇傾向にあ

ることがわかった（表 18）。 

価格変動要因の回答ついては、今年度の理由としては「価格協定の改定」が 3件、「新規

工場・発電所が稼働」が 2 件であった（表 19）。 

表 18 未利用木質・針葉樹丸太の価格変化の推移（単位：回答チップ会社数） 

価格の変化 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

価格が変化なし 5  8  8  7  6  8  7  

価格が上昇 3  5  2  4  6  5  8  

価格が下落 6  2  5  5  3  3  1  

注） 絶乾換算後の価格の変化である 

表 19 回答された価格変化の要因（単位：回答チップ会社数） 

回答のあった 

価格の変動要因 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

丸太条件の変化 0 0 0 0 0 0 0 

丸太水分の変化 0 0 0 0 0 0 0 

価格協定の改定 0 0 2 1 2 1 0 

新規工場・発電所が稼働 0 0 0 1 0 0 2 

発電所の調達量の変化 0 0 0 0 0 0 0 

その他 1 0 1 1 1 1 1 

 

一般木質・針葉樹丸太については、燃料材として扱っている量自体が少なく、未利用木質・

針葉樹丸太に比べて回答が少なかった。価格変化については、第 1 四半期は価格が上昇し

たとの回答が 5 件（55%）と半数を超えていたが、第 2 四半期には価格の変動がないとし

ている事業者が半数となり、第 3 四半期には価格が下落したとの回答が半数を占めるまで

となった。年度内で価格動向が大きく変化していることがわかる（表 20）。 
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一般木質・針葉樹丸太については扱っている会社が少なく、価格変動の理由は回答が無い

結果となった（表 21）。 

表 20 一般木質・針葉樹丸太の価格変化の推移（単位：回答チップ会社数） 

価格の変化 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

価格が変化なし 3 6 6 6 4 5 5 

価格が上昇 3 4 1 2 5 3 0 

価格が下落 1 0 4 3 0 2 5 

注） 絶乾換算後の価格の変化 

 

表 21 回答された価格変化の要因（単位：回答チップ会社数） 

回答のあった 

価格の変動要因 

令和 3 年度 令和 4 年度 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

第 4 四

半期 

第 1 四

半期 

第 2 四

半期 

第 3 四

半期 

丸太条件の変化 0 0 0 0 0 0 0 

丸太水分の変化 0 0 0 0 0 0 0 

価格協定の改定 0 0 0 0 0 0 0 

新規工場・発電所が稼働 0 0 0 0 0 0 0 

発電所の調達量の変化 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 1 0 0 0 
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4.6. 木質バイオマス発電所の個別指標 

4.6.1. 発電量 1kWh あたり燃料費（円） 

発電所からの回答の中で、四半期ごとに燃料材調達単価および発電出力数まで回答して

いただいたのは 64 発電所であった（令和 4年度第 1 四半期～第 3 四半期まで連続して回答

があった発電所）。この発電所の単位あたり指標を計算し、燃料材の種類を「未利用木質」、

「一般木質および農作物残さ」の区分で比較した。 

1）木質バイオマス発電所における 1kWh あたり燃料費 

単位あたり燃料費は、以下の計算式により計算した。 

1kWh あたり燃料費 ＝（絶乾トン燃料使用量×燃料費単価）÷発電量 

2）1kWh あたり未利用木質バイオマス燃料費、発電所度数分布 

令和 4 年度、第 1 四半期から第 3 四半期まで、連続して燃料材調達価格および出力数の

回答のあった発電所 64 発電所のうち、「未利用木質」を燃料として使用している発電所は

60発電所であった。その「未利用木質」を使用している 60 発電所における令和 4 年度第 1

～3四半期の「1kWh あたり未利用木質燃料費」度数分布を示したのが図 40 である。 

縦軸が発電所数、横軸が 1kWhあたり燃料費（円）を表し、右に表示されるほど燃料費が

高い発電所であることを示している。また発電所の認定区分で色分けをしている。平均値は

16.3 円/kWh、中央値は 15.3 円/kWhであった。 

図 40 木質バイオマス発電所の単位あたり未利用木質燃料価格・度数分布 
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3）1kWh あたり一般木質および農作物残さ燃料費、発電所度数分布 

令和 4 年度、第 1 四半期から第 3 四半期まで、連続して燃料材調達価格および出力数の

回答のあった発電所 64 発電所のうち「一般木質および農作物残さ」を燃料として使用して

いる発電所は 44発電所であった。その「一般木質および農作物残さ」を使用している 44発

電所における令和4年度第1～3四半期の「1kWhあたり一般木質および農作物残さ燃料費」

度数分布を示したのが、図 41 になる。平均値は 17.5 円/kWh（昨年度 13.8 円/kWh）、中

央値は 16.1 円/kWh（昨年度 11.0 円/kWh）で、単位あたりの燃料費は上昇する結果となっ

た。今年度の海外燃料材価格は現地価格の上昇、また円安が国内価格高の原因となっており、

単位あたりの価格上昇の要因になったものと思われる。個別の調査票をあたると、一般木質

10,000kW 未満の発電所については親会社から安い価格で燃料材を調達している例が多か

った。逆に親会社から比較的高く調達している例もあり、会社の考え方で燃料材の単位あた

り価格に差が付く結果となっている。 

 

図 41 木質バイオマス発電所の単位あたり一般木質および農作物残さ 

燃料価格・度数分布 

4）地方別 1kWh あたり燃料費 

地方別に発電所の燃料費・単位価格を見ると、表 22のようになる。時期は、令和 4年度、

第 1 四半期から第 3 四半期の平均である。同じ発電所でも、利用する燃料材によって単価

は違うため、「未利用木質」と「一般木質および農作物残さ」に区別して一覧表にした。 

これを見ると、未利用木質の単位あたり価格は、中国地方が最も高く 18.3 円/kWh で、

次いで北陸地方の 18.2 円/kWh であった。最も低い価格は関東甲信地方の 14.9 円/kWh、

次いで四国地方の 16.2 円/kWhであった。 
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未利用木質・針葉樹チップ価格が最も高い中部地方、北海道地方の燃料費単位価格は、単

位あたりの燃料費価格で見ると全国平均は 16.8 円/kWh と比較してもそれほど高くない。

燃料材の高さが、必ずしも単位あたりの燃料費の高さに結びついていないことがわかる。 

一般木質および農作物残さの kWh あたり燃料費は、全国平均が昨年度 12.9 円／kWh か

ら今年度 15.7 円／kWh に上昇した。これは海外燃料材の高騰によるものと推察される。 

表 22 地方別、1kWh あたり燃料費 

地方 
未利用木質 

（円/kWh） 

一般木質および農作物残さ 

（円/kWh） 

北海道地方 16.4 18.4 

東北地方 16.4 18.3 

関東甲信地方 14.9 10.1 

北陸地方 18.2 11.4 

中部地方 16.7 16.7 

近畿地方 17.0 16.2 

中国地方 18.3 11.3 

四国地方 16.2 － 

九州地方 18.0 11.1 

全国平均 16.8 15.7 

 

4.6.2. 発電量 1kWh あたり燃料（kg） 

1）木質バイオマス発電所における 1kWh あたり燃料 

単位あたり燃料費は、以下の計算式により計算した。 

kWhあたり燃料 ＝ 絶乾トン燃料使用量÷発電量 

2）1kWh あたり未利用木質バイオマス・燃料使用量、発電所度数分布 

令和 4 年度、第 1 四半期から第 3 四半期まで、連続して燃料材調達価格および出力数の

回答のあった発電所 64 発電所のうち「未利用木質」を燃料としている発電所は 60 発電所

であった。その未利用木質を使用している 60 発電所における令和 4 年度第 1～3 四半期の

「kWh あたり未利用木質燃料消費量（絶乾 kg）」の度数分布を示したのが、図 42 である。 

縦軸に発電所数、横軸が 1kWh あたり燃料（絶乾 kg）を表しており、右に表示されるほ

ど燃料使用量が多い発電所を示している。また発電所の認定区分で色分けをしてある。平均

値は 0.93絶乾 kg/kWh、中央値は 0.82絶乾 kg/kWh であった。 
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図 42 木質バイオマス発電所の単位あたり未利用木質燃料使用量・度数分布 

3）1kWh あたり一般木質および農作物残さ・燃料使用量、発電所度数分布 

令和 4 年度、第 1 四半期から第 3 四半期まで、連続して燃料材調達価格および出力数の

回答のあった発電所 64 発電所のうち「一般木質および農作物残さ」を燃料としている発電

所は 44 発電所であった。その一般木質および農作物残さを使用している 44 発電所におけ

る令和 4 年度第 1～3 四半期の「1kWh あたり未利用木質燃料消費量（絶乾 kg）」の度数分

布を示したのが、図 43 である。平均値は 1.33 絶乾 kg/kWh、中央値は 0.90 絶乾 kg/kWh

であった。一般木質および農作物残さ発電所の 10,000kW 未満が図の右に、10,000kW 以上

が左に偏っており、大型の発電所の燃料消費効率が高いことが推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 43 木質バイオマス発電所の単位あたり一般木質および農作物残さ 

燃料使用量・度数分布 
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4）地方別、1kWh あたり燃料使用量 

地方別に発電所の燃料・単位使用量を見ると表 23 のようになる。時期は、令和 2 年度、

第 1四半期から 3 四半期の平均である。同じ発電所でも、利用する燃料材は複数あるため、

「未利用木質」と「一般木質および農作物残さ」に区別して一覧表にした。 

未利用木質バイオマスの燃料消費量全国平均は 0.80 絶乾 kg/kWh、一般木質および農作

物残さの全国平均は 0.70 絶乾 kg/kWh であった。昨年度調査では未利用木質バイオマス全

国平均が 0.78絶乾 kg/kWh、一般木質および農作物残さの全国平均は 0.70絶乾 kg/kWh で

あったから、昨年とほぼ同じ結果となった。 

地方別に見ると、未利用木質・針葉樹チップ価格が最も高い中部地方、北海道地方の、未

利用木質バイオマスの単位あたり燃料使用量は、0.61 絶乾 kg/kWh、0.72 絶乾 kg/kWh と

なっており、他の地方と比較して低くなっている。これは燃料材価格が高い地方でも、水分

の低減、他の燃料材の調達を工夫するなど、結果として燃料使用量を抑えているのではない

かと推測される。 

表 23 地方別、1kWh あたり燃料使用量 

地方 
未利用木質 

（絶乾 kg/kWh） 

一般木質および農作物残さ 

（絶乾 kg/kWh） 

北海道地方 0.72 0.66 

東北地方 0.76 0.64 

関東甲信地方 0.93 0.89 

北陸地方 1.19 1.18 

中部地方 0.61 0.61 

近畿地方 0.92 0.78 

中国地方 0.97 0.88 

四国地方 0.82 － 

九州地方 0.86 0.77 

全国平均 0.80 0.70 

 

4.6.3. 発電量 1kWh あたり限界利益（円） 

未利用木質バイオマスと一般木質バイオマスの単位あたり燃料材価格と、FIT 売電価格

との差額（限界利益）を示したのが表 24 である。未利用木質バイオマスの売電価格は 32

円/kWh、一般木質バイオマスの売電価格は 24 円/kWh と仮定している。もし限界利益がそ

の地方で同一なら、未利用木質バイオマス、一般木質バイオマスの燃料材価格はそれ程変わ

らないはずで、もしどちらかの限界利益が大きければ、有利な方の燃料材を調達するように
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なると考えられる。 

これを見ると、一般木質バイオマスの FIT の買取価格が低いことから一般木質バイオマ

スの限界利益は、未利用木質バイオマスと比較して低くなっている地方が多い。これは昨年

度までの調査でも同様の傾向であった。発電所の年間発電量は決まっており、より有利で限

界利益が高い未利用材を使いたいはずである。需給動向調査の結果を見ても未利用材価格

は緩やかながらも上昇し、一方の一般木質バイオマスの価格は下がってきている。一般木質

バイオマスについては、未利用木質バイオマスに比べてより区別される傾向ではないかと

推測される。 

表 24 未利用木質バイオマスと一般木質バイオマスの限界利益 

地方 
未利用木質バイオマス 

（円/kWh） 

一般木質バイオマス 

（円/kWh） 

北海道地方 15.6 5.6 

東北地方 15.6 5.7 

関東甲信地方 17.1 8.1 

北陸地方 13.8 12.6 

中部地方 15.3 7.3 

近畿地方 15.0 7.8 

中国地方 13.7 12.7 

四国地方 15.8 － 

九州地方 14.0 12.9 

全国平均 15.2 8.3 
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5. 燃料の調達状況等に関する情報収集 

5.1. 臨時アンケートによる情報収集 

報道等でウッドショックやウクライナ情勢に起因し、今年度は木質バイオマス発電に供

する燃料の不足や、発電施設の安定稼働が危ぶまれるなどの報道があった。当協会では需

給動向調査により、燃料材の調達量や価格などの定量情報を四半期ごとに把握している

が、定性的な状況や将来の見通しについては聴取できていない。そこで木質バイオマス発

電所および燃料供給事業者に対して臨時アンケートを実施し、燃料の需給状況に関する定

性的な状況や将来の見通しを聴取した。全国の木質バイオマス関連事業者に協力いただ

き、発信数 158 件のうち 59件（37%）（うち、木質バイオマス発電事業者：47/123 件

（38%）、燃料供給事業者：12/35 件（34%）)の回答が得られた。 

 アンケートの結果、17%の発電所では、燃料材の確保が困難な状況にあり、計画通りの

稼働ができていない状況にあることが分かった。また、6割近い燃料供給事業者において

も、原料確保の工夫が続けられているものの、供給協定量を十分に供給できていない実態

があることがわかった。 

結果を詳しく見ると、発電所については、38%のの発電事業者が計画通りに稼働できて

いないと回答した。そのうち、燃料調達や燃料価格の高騰が原因となって計画通りに稼働

できていないとする事業者は全体の 17%であり、設備トラブル等を理由とする事業者も全

体の 13%あった。また、今後 1 年程度の燃料調達の見通しについては、62%のの発電事業

者が現在よりも調達が難しくなると考えており、先行きを懸念する声が多く聞かれた。 

発電所における過去１年の計画量に対する実際の調達量については、どの燃料種も 75%

超～100%以内の調達量だったとの回答が最も多かった。間伐材等由来の丸太、枝葉、短

尺材（タンコロ）等を利用したチップ・ペレットについては 75％以下の調達に留まったと

いう回答が 3割程度見られ、他の燃料種に比べ調達の難しさがあったことが伺えた。調達

量不足の要因については、近隣の発電事業者との競合が最も多かった。間伐材等由来の丸

太を利用したチップ・ペレットについてはマテリアル向け需要との競合を挙げる回答も多

く見られた。調達不足への対策については、安定供給協定で設定している供給量確保の要

請が最も多く、次いで購入価格の引き上げや調達地域の拡大といった取り組みが多く見ら

れた。 

燃料供給事業者については、過去 1 年程度の安定供給協定等の実施状況について、約 6

割が設定された供給量を供給できていないと回答していた。その原因としてはすべての事

業者が原料の集荷が不足している点を挙げていた。原料の集荷が不足していることの理由

としては、製紙向け需要との競合が最も多かった。原料確保のために原料購入価格の引き

上げのほか、短尺材や枝葉・バークの利用といったこれまで利用してこなかった低質材の

活用など、工夫する様子が多く挙げられた。 
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新規発電所との競合、既存発電所が燃料調達先を変更したことによる競合、マテリアル

利用との競合など、国内外の情勢が燃料確保に大きく影響していることが伺えた。 

詳細のパワーポイントファイルは「8. 巻末資料」に添付する。 

5.2. 研究会参加による情報収集 

第 22 回バイオマス関連部会・研究会合同交流会へ参加し、情報収取を行った。当会合

はバイオマス関連の 6部会・研究会により、バイオマス関連研究者の相互交流と情報交換

を図ることを目的として、毎年合同で開催しているものである。 

研究会では発電所における燃料集荷の状況や、鹿児島県にある燃料供給会社による供給

状況についての講演を通じて燃料の需給状況を把握するとともに、木質バイオマス発電所

の現地視察を通じて燃料調達状況を含む各種情報収集を行った。 

その結果、輸入バイオマスの価格上昇はパンデミックやロシア・ウクライナの戦争の影

響を受けたもので、港湾施設ストック・輸送コストが一時期従来の約 3 倍になり、燃料コ

ストに反映されており、こういった状況下で、既存事業はいいが、新しいビジネスとして

は、非常に難しい時期になっていることがわかった。また、鹿児島県内では中国への輸出

が燃料材確保において大きな競合相手となっており、そのためにバークすら取り合いが発

生している状況であることがわかった。 

5.3. 統計情報等の情報収集 

四半期ごとに実施している燃料材需給動向調査の情報を補完すべく、木質バイオマスに

関連する各種統計情報の収集を行った。収集した情報は原データを加工し、グラフ等によ

り可視化して需給動向の調査結果とともに協会ウェブサイトにて公表した。 

収集した情報は以下の通りである。 

 FIT新制度認定情報 

 FIT導入状況 

 木材価格統計 

 貿易統計から PKS、ペレット通関量、通関価格（財務省：月末公表） 

 石油情報センター、重油、軽油、ガソリン、灯油価格（別末公表） 

 木材需給報告書 

 特用林産物統計 

 木質バイオマス利用動向調査 
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6. 成果報告会での報告 

本調査については、令和 5 年 3月 15 日に、令和 4年度「地域内エコシステム」サポート

事業・成果報告会にて報告した。使用したパワーポイントファイルは「8. 巻末資料」に添

付する。 
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8. 巻末資料（統計資料、発電所リスト、調査票） 

巻末にあたって、固定価格買取制度（FIT）導入量・認定量、FIT認定バイオマス発電所

リスト、バイオマス燃料輸入量、木材需給に占める燃料材、バイオマス燃料利用量などの公

表されている統計資料をとりまとめた。 

8.1. FIT 認定量・導入量（エネ庁「FIT 公表資料」） 

図 44は、資源エネルギー庁公表資料から「未利用バイオマス発電所の認定量・導入

量」である。未利用木質バイオマス発電所の令和 4 年 9月末における認定容量は、

696,531 kW・246 件、導入容量は 475,937kW・114 件、認定未導入の容量は

220,594kW・132 件であった。認定未導入の割合は 32％である。 

未利用木質バイオマス発電所の内訳を見ると「2,000kW 以上のバイオマス発電所」の認

定未導入の容量は、119,630kW （認定容量の 22％）である。また「2,000kW 未満のバイ

オマス発電所」の認定未導入の容量は、100,964kW（認定容量の 68％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 44 FIT 認定量および導入量の推移（未利用木質） 

出典：資源エネルギー庁「固定価格買取制度・情報公表用ウェブサイト」より 

 

図 45は、資源エネルギー庁公表資料から「一般木質および農作物残さバイオマス発電

所の認定量・導入量」である。一般木質および農作物残さ区分の 2022 年 9 月末における

認定容量は、6,780,332 kW・176件、導入容量は, 2,828,186 kW・77 件、認定され未導入

の容量は 3,952,146 kW ・99 件であった。認定未導入の割合は 58％である。 
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発電所が竣工するにつれ海外燃料の使用量は増加することになるが、2022 年の輸入通関

統計によると PKS 輸入が 287 万トン、木質ペレット輸入が 441 万トン、合計 728万トン

である。認定された発電所全てが計画通りに導入がすすむとは限らないが、仮に全てが竣

工したとすると必要燃料は現在の 2 倍を超える量になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45 FIT 認定量および導入量の推移（一般木質および農作物残さ） 

出典：資源エネルギー庁「固定価格買取制度・情報公表用ウェブサイト」より 

 

 

表 25は、資源エネルギー庁公表資料から都道府県別の「未利用木質区分、一般木質お

よび農作物残さ区分、および建設廃材区分のバイオマス発電所の認定量・導入量」である

（2022 年 9月末時点）。移行導入容量に加え、新規認定容量、導入容量を都道府県別に一

覧出来るようにしてある。 
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導入量      
   

 
認定量      

   
 

移行導入量     
   

 
北 道 206,160 91,620 114,540 0 579,030 133,390 445,640 0 4,700 0 4,700 0

青森県 93,910 6,560 87,350 0 103,700 16,350 87,350 0 0 0 0 0

岩手県 101,525 12,900 88,625 0 101,525 12,900 88,625 0 7,474 7,474 0 0

宮城県 104,766 1,009 103,757 0 470,105 1,698 468,407 0 1,816 0 0 1,816

秋田県 27,950 7,450 20,500 0 30,260 9,760 20,500 0 4,740 0 990 3,750

山形県 69,024 13,774 55,250 0 140,104 31,954 108,150 0 1,567 1,567 0 0

福島県 246,369 14,930 231,439 0 353,612 37,735 307,357 8,520 41,088 0 25,416 15,672

茨城県 253,631 8,906 220,326 24,400 607,380 12,895 570,086 24,400 64,404 0 21,000 43,404

栃木県 20,260 1,995 18,265 0 24,251 5,986 18,265 0 24,000 0 0 24,000

群馬県 7,049 7,049 0 0 75,898 15,530 59,410 958 13,600 0 0 13,600

埼玉県 5,976 0 5,976 0 9,956 0 9,956 0 17,036 146 0 16,890

千葉県 49,900 0 49,900 0 200,350 450 199,900 0 49,554 0 0 49,554

東京都 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

神奈川県 57,871 0 57,871 0 57,871 0 57,871 0 2,064 0 0 2,064

新潟県 13,240 13,240 0 0 79,159 19,259 59,900 0 0 0 0 0

富山県 57,250 5,750 51,500 0 107,250 5,750 101,500 0 990 0 0 990

石川県 0 0 0 0 3,914 1,994 1,920 0 0 0 0 0

福井県 44,545 7,545 37,000 0 44,545 7,545 37,000 0 0 0 0 0

山梨県 15,300 800 14,500 0 24,240 7,750 16,490 0 0 0 0 0

長野県 20,250 20,250 0 0 29,340 27,350 1,990 0 1,300 1,300 0 0

岐阜県 13,842 13,842 0 0 46,472 31,872 14,600 0 4,900 0 4,300 600

静岡県 112,612 612 112,000 0 276,362 16,752 259,610 0 89,021 0 0 89,021

愛知県 400,079 0 350,079 50,000 861,979 0 811,979 50,000 77,408 0 77,408 0

三重県 63,720 5,800 55,930 1,990 92,500 10,490 80,020 1,990 0 0 0 0

滋賀県 3,550 0 0 3,550 11,337 900 0 10,437 0 0 0 0

京都府 6,800 0 6,800 0 57,700 900 56,800 0 0 0 0 0

大阪府 5,750 0 0 5,750 5,750 0 0 5,750 8,420 0 0 8,420

兵庫県 74,230 22,130 52,100 0 359,449 26,889 332,560 0 21,608 0 0 21,608

奈良県 6,500 6,500 0 0 26,480 6,500 10,000 9,980 0 0 0 0

和歌山県 26,564 26,564 0 0 162,114 27,464 134,650 0 0 0 0 0

鳥取県 76,850 0 76,850 0 166,010 0 166,010 0 0 0 0 0

島根県 19,730 7,030 12,700 0 159,335 8,730 150,605 0 0 0 0 0

岡山県 29,320 12,331 16,989 0 35,295 18,306 16,989 0 1,950 0 1,950 0

広島県 132,678 16,950 115,728 0 242,920 17,750 225,170 0 5,307 307 5,000 0

山口県 232,008 67 231,941 0 358,957 2,066 356,891 0 207,039 0 163,916 43,123

徳島県 6,820 6,820 0 0 156,570 6,820 149,750 0 0 0 0 0

香川県 0 0 0 0 84,940 0 84,940 0 0 0 0 0

愛媛県 13,615 1,115 12,500 0 77,668 5,268 72,400 0 0 0 0 0

高知県 44,290 14,790 29,500 0 44,588 15,088 29,500 0 25,730 0 0 25,730

福岡県 403,150 5,700 397,450 0 695,045 9,274 685,771 0 0 0 0 0

佐賀県 9,850 9,850 0 0 105,750 9,850 95,900 0 0 0 0 0

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 7,820 7,820 0 0

熊本県 26,830 14,330 12,500 0 106,765 19,265 87,500 0 185 0 0 185

大分県 97,461 25,461 72,000 0 139,241 27,441 111,800 0 12,000 0 0 12,000

宮崎県 57,160 38,840 18,320 0 137,687 49,117 88,570 0 1,300 0 1,300 0

鹿児島県 82,430 33,430 49,000 0 86,496 37,496 49,000 0 0 0 0 0

沖縄県 49,000 0 49,000 0 49,000 0 49,000 0 0 0 0 0

全 計 3,389,813 475,937 2,828,186 85,690 7,588,898 696,531 6,780,332 112,035 697,022 18,613 305,980 372,428

都道
府県

新規認定分 移行認定分

 　導入量 ① 　新規認定量 ②  　移行導入量 ③

表 25 都道府県別・FIT認定量、導入量 
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8.2. FIT 認定バイオマス発電所リスト（エネ庁「FIT公表資料」） 

※ 出典：資源エネルギー庁「事業計画認定情報 公表用ウェブサイト（2022 年 12 月末時点）」。 

※ 発電出力は、バイオマス比率考慮前の数値である。 

※ この発電所リストの事業者名、認定日等は、公表されたデータそのままの名称、数値を記載している。 

※ リストの中には発電事業を停止したと思われる発電所もあるがそのまま記載している。 

※ 「稼働状況」は、廃棄等費用の積み立て状況欄が「運転開始前」の発電所である。 

※ FIP、RPS からの移行分も含む。 

◆FIT 認定・未利用木質 2,000kW 以上区分のバイオマス発電所 

 

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報

告年 

  出力

（kW）

0 .北海道 紋別  オ    株 会社 2014/3/24  0 6年9 50,000

苫小牧  オ    株 会社 2014/10/10  0  年  6,194

株 会社神戸物産 2015/4/20  0  年  6,250

王子グ ー   ジー江別株 会社 2014/3/31  0  年   25,400

 ネサ ク 株 会社 2015/5/19  0  年4 1,200

運転開始前  狩 域  オ    株 会社 2021/7/6 - 9,950

運転開始前 合同会社網走  オ  第３   2019/2/13 - 9,900

運転開始前 合同会社網走  オ  第２   2019/1/17 - 9,900

運転開始前 王子 テ  株 会社 2022/3/28 - 9,990

0 .青森県 株 会社津軽  オ    ジー 2014/3/28  0  年   6,560

03.岩手県 株 会社 戸フォレ   ワー 2014/7/2  0 6年  6,250

日本製鉄株 会社 2013/3/25  0 3年   149,000

株 会社花巻  オ    ジー 2015/3/27  0  年  6,560

0 .秋田県 株 会社大仙  オ    ジー 2016/3/10  0 9年  7,050

06.山形県 もがみ  オ    株 会社 2016/1/13  0  年   6,800

運転開始前 新 力開 株 会社 2022/3/31 - 7,100

運転開始前 新 力開 株 会社 2022/3/31 - 7,100

0 .福島県 株 会社田村  オ    ジー 2017/3/10  0  年4 7,100

株 会社グ ー   会津 2012/8/23  0 3年   5,700

運転開始前 飯舘  オ ー  ーズ株 会社 2022/3/18 - 7,500

運転開始前 合同会社会津こも     2021/6/29 - 7,100

0 .茨城県 日立造船株 会社 2013/5/24  0  年   5,750

 0.群馬県 前橋  オ    株 会社 2016/3/11  0  年3 6,750

  .新潟県 ＳＧＥＴグ ー   三条合同会社 2015/6/25  0  年9 6,250

株 会社  オ ワー テーショ 新潟 2015/3/31  0 6年 0 5,750

 6.富山県 株 会社グ ー  ネ  ー北 2014/3/31  0  年6 5,750

  .福井県 レ ゴー株 会社 2017/3/17  0  年  40,530

株 会社福井グ ー  ワー 2014/8/14  0 6年3 7,350

 9.山梨県 運転開始前 ＤＳグ ー    斐合同会社 2020/3/10 - 6,950

 0.長野県 ソヤ ウッ  ワー株 会社 2013/4/23  0 0年 0 14,500

運転開始前 株 会社 越ク ー  ワー 2022/3/30 - 7,100

  .岐阜県 株 会社岐阜  オ   ワー 2013/9/19  0 4年   6,560

株 会社岐阜  オ   ワー 2018/3/30  0 0年  6,800

運転開始前  国木 株 会社 2021/6/23 - 9,990

運転開始前 合同会社美濃加茂  オ     2020/3/23 - 7,100

  .静岡県 運転開始前 株 会社吉八日商 2017/3/9 - 7,100

運転開始前 遠 フォレ    ジー合同会社 2020/4/21 - 7,100

 4.三重県 三重 ネウッ 株 会社 2013/3/26  0 4年   5,800
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◆FIT 認定・未利用木質 2,000kW 未満区分のバイオマス発電所 

 

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

  .兵庫県 株 会社日本海水 2013/2/13  0  年  16,530

株 会社   ネ  ーソ ューショ 2014/6/17  0 6年   5,600

 9.奈良県 株 会社ク ー   ジー奈良 2014/3/31  0  年   6,500

30.和歌山県 ＤＳグ ー   和歌山合同会社 2018/3/19  0 0年6 6,800

3 .島根県 松江  オ    株 会社 2013/5/27  0  年6 6,550

33.岡山県 真庭  オ    株 会社 2014/1/16  0  年4 10,296

34. 島県  国木 株 会社 2014/3/10  0  年  9,850

太平 業株 会社 2018/3/30  0 9年 0 7,100

ＭＣＭ ネ  ーサー  株 会社 2013/2/25  0 3年   49,800

36.徳島県 倉敷紡績株 会社 2014/3/26  0 6年  6,340

39.高知県 土佐グ ー  ワー株 会社 2013/3/22  0  年3 6,300

株 会社グ ー ・ ネ  ー研究 2013/4/22  0  年  6,500

40.福岡県   みらい  ジー株 会社 2017/3/13  0 0年6 5,700

4 .佐賀県  ージョ   ワー株 会社 2014/3/31  0 6年3 9,850

4 .長崎県  源開 株 会社 2013/3/6  0 3年   2,000,000

43.熊本県 日本製紙株 会社 2014/3/31  0  年6 6,280

44.大分県 株 会社 フオ 豊後大野 2014/3/31  0 6年  18,000

日本製鉄株 会社 2014/3/31  0 4年   330,000

株 会社グ ー   大分 2013/7/8  0 3年   5,700

4 .宮崎県 株 会社宮崎森林   2014/3/27  0  年4 5,750

株 会社グ ー   オ  ファク  ー 2014/3/31  0  年  5,750

王子グ ー   ジー日南株 会社 2014/1/23  0  年3 25,400

運転開始前 ＭＴ  ジー株 会社 2017/3/22 - 5,750

46.鹿児島県 霧島木質  株 会社 2014/3/31  0  年  5,750

 越  プ工業株 会社 2014/3/20  0  年   23,700

63 3,095,530

48 2,975,900

15 119,630

FIT     件 と  出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  を受  が   の   件 と出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  件 と  出力計（  オ  比率考慮前）

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報

告年 

  出力

（kW）

0 .北海道 北斗  オ    合同会社 2017/3/15  0 0年   1,990

北海道  オ   ネ  ー株 会社 2017/2/9  0 9年  1,997

北海道  オ   ネ  ー株 会社 2020/4/24  0  年  1,089

運転開始前 合同会社安平  オ    ジー 2020/3/17 - 1,990

運転開始前 株 会社ｓｏｎｒａｋｕ 2022/3/22 - 40

0 .青森県 運転開始前 曽我  オ    　株 会社 2022/3/24 - 1,990

運転開始前 株 会社つがる ネ  ー 2020/3/5 - 40

運転開始前 ク ウ   クＥＩ１号合同会社 2016/3/31 - 1,940

運転開始前 ク ウ   クＥＩ１号合同会社 2017/3/10 - 1,940

運転開始前 ク ウ   クＥＩ１号合同会社 2017/3/14 - 1,940

運転開始前 ク ウ   クＥＩ１号合同会社 2021/7/15 - 1,940

03.岩手県 紫波グ ー  ネ  ー株 会社 2021/5/10  0  年 0 45

紫波グ ー  ネ  ー株 会社 2021/12/24  0  年  45

奥 市 2013/3/25  0 3年   25
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都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

04.宮城県 柴田ク ー  ネ  ー株 会社 2019/4/11  0 9年9 80

恵和興業株 会社 2017/2/6  0  年3 40

 仙沼 域 ネ  ー開 株 会社 2014/3/31  0 4年  800

株 会社県南 コテック 2018/2/16  0  年9 40

株 会社ウェ タ・ＣＨＰ 2021/11/8  0  年  49

運転開始前 株 会社テク シ テム 2016/12/28 - 590

運転開始前 株 会社ウェ タ・ＣＨＰ 2022/3/28 - 49

運転開始前 株 会社ＪＣＯ 2020/3/25 - 50

0 .秋田県 ボ ター秋田株 会社 2017/3/10  0  年  40

ボ ター秋田株 会社 2021/6/8  0  年   40

株 会社ニュー    2017/2/23  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

株 会社タクミ 機工業 2019/11/22  0  年6 40

運転開始前 有限会社大栄装飾 2019/5/17 - 40

運転開始前 北秋 器株 会社 2022/3/28 - 1,990

運転開始前 株 会社タクミ 機工業 2019/11/22 - 40

運転開始前 株 会社タクミ 機工業 2019/11/22 - 40

運転開始前 株 会社タクミ 機工業 2019/11/22 - 40

運転開始前 株 会社タクミ 機工業 2019/11/22 - 40

運転開始前 株 会社タクミ 機工業 2019/11/22 - 40

運転開始前 株 会社  ブ 2022/3/22 - 40

運転開始前 株 会社  ブ 2022/3/22 - 40

06.山形県 株 会社鶴岡  オ  2015/1/5  0 6年  1,995

やまが グ ー  ワー株 会社 2013/3/25  0 3年   1,567

ＮＫＣながいグ ー  ワー株 会社 2016/7/5  0  年  1,990

株 会社ＺＥデザ  2015/11/11  0  年  980

グ ー  ワーテク 株 会社 2019/2/22  0 9年  49

運転開始前 新 力開 株 会社 2022/3/30 - 1,990

運転開始前 新 力開 株 会社 2022/3/30 - 1,990

0 .福島県 株 会社 モ・コーポレーショ 2014/3/31  0 4年   45

藤田建設工業株 会社 2020/3/5  0 0年  50

 フコ ピュータジャ  株 会社 2019/3/11  0 9年4 45

運転開始前 平田  オ  ジー合同会社 2020/8/7 - 1,990

運転開始前 佐川　浩章 2022/3/28 - 49

運転開始前 株 会社福島ＦＫ  オ   ワー 2021/8/10 - 260

運転開始前 株 会社佐川林業 2022/3/22 - 49

運転開始前 株 会社 ーヨー ネ  ーファーム 2019/1/28 - 1,972

運転開始前  クシオグ ープ株 会社 2022/3/29 - 1,935

0 .茨城県 株 会社ク ハ   2017/1/31  0  年3 1,990

運転開始前     株 会社 2021/10/18 - 1,990

運転開始前 大能  オ   ワープ   合同会社 2018/5/14 - 1,999
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都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報

告年 

  出力

（kW）

09.栃木県 株 会社　那珂川  オ  2014/3/31  0 4年 0 1,995

運転開始前 合同会社ＳＡＮＯ ネ  ー 2017/12/8 - 1,995

運転開始前 ジャ  ・ ニュー ブ ・  ジー株 会社 2022/3/30 - 1,996

 0.群馬県 株 会社 むら 2017/3/2  0 0年3 40

株 会社 むら 2017/3/2  0 0年   40

株 会社 むら 2017/3/2  0  年  40

株 会社ウッ  レジ川場 2017/1/13  0  年4 45

フォレ    ジー株 会社 2021/5/10  0  年   40

シ  ネ  ー開 株 会社 2021/5/12  0  年 0 49

シ  ネ  ー開 株 会社 2019/12/24  0 0年  45

運転開始前 大子町  オ    ジー合同会社 2019/11/22 - 1,990

運転開始前 渋川フォレ    ジー合同会社 2021/5/10 - 1,998

運転開始前 株 会社読売新聞  本社 2021/9/24 - 1,990

運転開始前 株 会社祥和コーポレーショ 2022/3/4 - 1,990

運転開始前   オ林産株 会社 2020/5/11 - 600

  .埼玉県 秩父市 2013/3/25  0 3年   146

  .千 県 運転開始前 有限会社ティー・ ヌ・プ  2022/3/28 - 450

  .新潟県 合同会社フォレ    ジー 2017/3/15  0 9年   1,140

株 会社ミ ミ  ター ショ  2022/3/28  0  年  50

株 会社ミ ミ  ター ショ  2019/12/20  0 0年9 50

運転開始前 有限責任事業組合新潟ＢＩＯＰＡ 2022/3/28 - 1,999

運転開始前 合同会社十日町  オ     2020/4/1 - 1,990

運転開始前 株 会社ミ ミ  ター ショ  2022/3/28 - 50

運転開始前 株 会社  シ 2022/3/30 - 1,980

  . 川県 運転開始前 株 会社輪島  オ     2015/3/13 - 1,994

 9.山梨県 株 会社南 町  オ    ジー 2019/3/20  0  年  800

 0.長野県 長野森林資源  事業協同組合 2012/12/7  0 3年   1,300

長野森林資源  事業協同組合 2013/5/14  0 3年   1,500

  ウッ  ワー株 会社 2018/9/4  0 0年  1,990

かぶちゃん 力株 会社 2014/3/20  0 6年   360

  ・ウォーター株 会社 2015/6/25  0 6年  1,900

  .岐阜県 飛騨高山グ ー  ー 合同会社 2016/11/11  0  年4 182

株 会社都市整備 2021/6/10  0  年  300

運転開始前 合同会社ＭＩＲＡＩ 2021/3/31 - 900

運転開始前 株 会社　清  ワー  ジー 2017/3/14 - 40

  .静岡県 小山町 2017/3/2  0 9年4 165

協同組合森林施業静岡 2021/1/22  0  年  100

株 会社裾野グ ー   ジー 2021/12/3  0  年  165

富士総業株 会社 2019/3/29  0 9年   182

運転開始前 株 会社 ジソ  ワー 2020/6/2 - 140

運転開始前   オ ホー ディ グ 株 会社 2022/3/29 - 1,800

 4.三重県 運転開始前 有限会社三重ウッ 2021/11/30 - 450

運転開始前    力株 会社 2021/3/31 - 450

運転開始前 合同会社津森林  2022/3/23 - 1,800

運転開始前 株 会社  プ   サー  2019/5/20 - 1,990

  .滋賀県 運転開始前 土山  オ     合同会社 2022/1/5 - 900

 6. 都府 運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2020/3/26 - 900
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都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報

告年 

  出力

（kW）

  .兵庫県 運転開始前 日本小型  オ  朝来合同会社 2017/3/16 - 1,000

運転開始前 生野銀山  オ  株 会社 2019/11/27 - 899

運転開始前 岸本木 株 会社 2022/2/22 - 900

運転開始前 株 会社奈良森林資源保  社 2022/3/29 - 1,960

30.和歌山県 新宮フォレ    ジー合同会社 2017/3/13  0  年   1,764

運転開始前 有田川  オ  株 会社 2019/11/7 - 900

3 .島根県 津和野フォレ    ジー合同会社 2017/2/27  0  年9 480

運転開始前 株 会社鴻池組 2022/3/29 - 1,260

運転開始前 株 会社ネオ   2022/1/13 - 440

33.岡山県 合同会社新見  オ    ジー 2017/3/3  0 0年  1,995

 央  ミ工業株 会社 2018/1/31  0  年4 40

運転開始前 美作グ ー  ワー合同会社 2022/3/29 - 1,990

運転開始前 津山フォレ    ジー合同会社 2020/10/1 - 1,500

運転開始前 新谷正 株 会社 2022/1/13 - 450

運転開始前 合同会社高梁グ ー   ジー 2022/2/24 - 1,995

34. 島県 運転開始前  ネ シグ ー   ジー株 会社 2022/3/25 - 800

3 .山口県 河崎運 機工株 会社 2018/3/23  0  年9 74

運転開始前 山陽小野田  オ    株 会社 2017/2/15 - 1,999

36.徳島県 ＧＢ  オ  合同会社 2016/11/14  0  年4 480

3 .愛媛県 内子  オ    合同会社 2017/9/25  0 9年4 1,115

運転開始前 合同会社翔栄第三 2021/3/11 - 1,990

運転開始前 合同会社藤岡か こ事務 2019/5/17 - 1,800

運転開始前 株 会社内子龍王  オ   ネ  ー 2022/2/10 - 363

39.高知県  フ ッ コミュニケーショ ズ株 会社 2020/6/29  0  年4 1,990

運転開始前 株 会社木こ 屋 2022/3/18 - 298

40.福岡県 運転開始前 田川  オ   ネ  ー株 会社 2020/5/27 - 1,999

運転開始前 合同会社香春町  オ     2022/3/30 - 800

運転開始前 株 会社 ネプ  ム 2019/12/19 - 155

運転開始前 株 会社 ネプ  ム 2019/12/19 - 155

運転開始前 株 会社 ネプ  ム 2019/12/19 - 465

43.熊本県 株 会社日和技建 2018/3/30  0  年9 50

株 会社日奈久  オ  2018/11/14  0  年  1,750

運転開始前 大仁産業株 会社　 2018/3/30 - 50

運転開始前  会社熊本ク ー   ジー 2018/9/12 - 1,990

運転開始前 阿蘇  オ  合同会社 2021/9/16 - 900

運転開始前 テ ・  ジニ   グ株 会社 2020/3/24 - 1,995

44.大分県 ワタミ  ジー株 会社 2020/8/24  0  年  45

運転開始前   ゲ 株 会社 2021/12/3 - 1,980

4 .宮崎県 く ま木質  オ  株 会社 2015/9/25  0  年  1,940

運転開始前 合同会社延岡  オ     2020/9/28 - 1,950

運転開始前 合同会社Ｎｏｒｔｈ　Ｐｏｗｅｒ　ＪＰ２ 2021/6/10 - 320

運転開始前 株 会社ハ テック 2018/3/27 - 40

運転開始前 株 会社ハ テック 2018/3/27 - 40

運転開始前 株 会社ハ テック 2019/3/25 - 40

運転開始前 か の木３号  オ     合同会社 2022/3/30 - 1,990

運転開始前 ウ     株 会社 2020/3/23 - 49

運転開始前 ウ     株 会社 2020/3/23 - 49

運転開始前 ウ     株 会社 2020/3/23 - 49
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◆FIT 認定・一般木質および農作物残さ区分のバイオマス発電所 

 

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

46.鹿児島県  つま町  オ    合同会社 2017/3/16  0  年  1,990

枕崎  オ    ジー合同会社 2017/3/16  0 0年 0 1,990

運転開始前 株 会社ク ウ コ  ロー 2021/3/25 - 49

運転開始前 株 会社ク ウ コ  ロー 2021/3/25 - 49

運転開始前 株 会社ＬＡ セッ 2021/3/25 - 49

運転開始前 シ ・  ジー株 会社 2017/3/23 - 900

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前  ジ   クホー ディ グ 株 会社 2021/3/25 - 49

運転開始前 ＦＫ ネ  ー株 会社 2021/9/2 - 1,990

177 137,962

62 38,901

115 99,061

FIT     件 と  出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  を受  が   の   件 と出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  件 と  出力計（  オ  比率考慮前）

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報

告年 

  出力

（kW）

0 .北海道 日本製紙株 会社 2013/8/13  0  年3 88,000

合同会社ＷＳ網走  オ     １号 2017/2/27  0 9年  1,995

津別 板協同組合 2013/3/25  0 3年   4,700

株 会社釧路火力   2017/3/15  0 0年   112,000

ＥＮＥＯＳ  オ   ワー室蘭合同会社 2015/2/26  0 0年4 74,900

運転開始前 勇払 ネ  ーセ ター合同会社 2017/9/22 - 74,950

運転開始前 苫   オ    合同会社 2017/3/15 - 50,000

運転開始前  狩  オ  ジー合同会社 2015/12/4 - 51,500

運転開始前 小樽第２  オ     合同会社 2022/3/22 - 9,900

運転開始前 小樽第１  オ     合同会社 2022/3/22 - 9,900

運転開始前 合同会社Ｂｌｕｅ　Ｐｏｗｅｒ白老  オ     2017/3/15 - 50,000

運転開始前 王子グ ー   ジー江別株 会社 2022/5/31 - 74,950

運転開始前  ー ーシーコ サ タ  株 会社 2022/1/19 - 9,900
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都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

0 .青森県  ム・ピー・ ム・王子 コ ネ  ー株 会社 2016/3/10  0 9年  74,950

八戸  オ    株 会社 2013/8/21  0  年  12,400

03.岩手県 大船渡  株 会社 2016/7/29  0 0年  75,000

株 会社野田  オ ワーＪＰ 2015/3/3  0 6年  14,000

04.宮城県 日本製紙 巻 ネ  ーセ ター株 会社 2015/6/24  0  年3 149,000

Ｈ．Ｉ．Ｓ．ＳＵＰＥＲ 力合同会社 2017/2/16  0 0年   41,100

運転開始前 仙台港  オ   ワー合同会社 2017/3/13 - 112,000

運転開始前 合同会社杜の都  オ    ジー 2017/9/22 - 74,950

運転開始前 合同会社 巻ひば 野  オ    ジー 2017/3/10 - 74,950

運転開始前 合同会社Ｇ－Ｂｉｏ 巻須江 2017/2/22 - 102,750

0 .秋田県 菱秋木 株 会社 2013/2/26  0 3年   990

ユ  テッ  ニュー ブ   ジー株 会社 2014/3/31  0 6年  20,500

06.山形県 サミッ 酒田 ワー株 会社 2014/3/18  0  年  50,000

ＤＳグ ー   米沢合同会社 2015/9/17  0  年  6,250

運転開始前 鳥海南  オ   ワー株 会社 2017/2/22 - 52,900

0 .福島県 相馬 ネ  ー ーク合同会社 2015/3/31  0  年  112,000

  ・ウォーター＆ ネ   ・ ワー小名浜株 会社 2017/3/13  0  年4 75,000

常磐共同火力株 会社 2013/3/25  0 3年   1,200,000

運転開始前 株 会社ニュー  ジー幹 2017/3/9 - 66,018

運転開始前  ー ーシーコ サ タ  株 会社 2019/12/5 - 9,900

0 .茨城県 株 会社ＪＥＲＡ 2015/5/8  0  年6 2,000,000

かみす ワー株 会社 2015/1/7  0  年 0 112,000

大林神栖  オ    株 会社 2017/1/27  0  年  51,500

神之池  オ ネ  ー株 会社 2013/2/22  0 3年   21,000

神栖 ワープ   合同会社 2014/1/24  0  年3 38,850

株 会社つくばグ ー  ワープ   2015/3/27  0  年  2,000

株 会社     ワー 2014/9/12  0 6年9 23,960

株 会社    2013/5/20  0 4年   15,000

運転開始前 富士 ネ  ー合同会社 2017/3/9 - 51,450

運転開始前 神栖  オ     合同会社 2017/3/9 - 50,000

運転開始前 神栖  オ    開 合同会社 2015/10/13 - 9,990

運転開始前 合同会社南浜  オ     2017/3/9 - 29,400

運転開始前 合同会社南浜  オ     2017/3/9 - 29,400

運転開始前 合同会社南浜  オ     2017/3/9 - 29,400

運転開始前 合同会社グ ー   ジー神栖 2014/11/28 - 9,990

運転開始前 合同会社 コテック参 2018/3/30 - 19,560

運転開始前 合同会社 ポロ 2017/3/9 - 29,400

運転開始前 株 会社  オ ワーＢ 2017/3/9 - 51,450

運転開始前  ージョ   ワー株 会社 2022/3/30 - 9,990

運転開始前  ーコグ ー  ワー株 会社 2019/3/27 - 450

運転開始前 フォムテック   ター ショ  株 会社 2016/2/25 - 29,280

09.栃木県 株 会社 フオ 壬生 2016/7/19  0 9年   18,000

二宮木 株 会社 2013/3/26  0 3年   265

 0.群馬県 運転開始前 翼  株 会社 2022/3/30 - 1,990

運転開始前 有限会社ジェ    2022/3/28 - 1,990

運転開始前 富士 ネ  ー合同会社 2017/3/9 - 51,450

運転開始前 株 会社 ヨミズ 2022/3/28 - 1,990

運転開始前 プロ ペックＡＺ株 会社 2022/3/30 - 1,990



- 67 - 

 

 

 

 

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報

告年 

  出力

（kW）

  .埼玉県 ＡＳ＆ＣＯＭＰＡＮＹ合同会社 2018/2/13  0  年6 1,990

ＡＳ＆ＣＯＭＰＡＮＹ合同会社 2018/3/22  0  年   1,996

株 会社 ディッシュ・ソ ューショ 2017/10/12  0  年4 1,990

運転開始前  松山  オ    合同会社 2019/12/25 - 1,990

運転開始前 ＡＳ＆ＣＯＭＰＡＮＹ合同会社 2018/3/22 - 1,990

  .千 県 市原  オ    株 会社 2014/12/9  0 0年   49,900

運転開始前 袖ケ浦  オ    株 会社 2017/2/16 - 75,000

運転開始前 市原八幡埠頭  オ    合同会社 2017/3/15 - 75,000

 4.神奈川県 株 会社 浜  オ   ワー 2014/3/26  0  年   49,000

株 会社むげん 2018/3/22  0  年4 1,990

株 会社タケ  グ ー  サ ク 2017/3/17  0 9年   6,950

  .新潟県 運転開始前 新潟 港  オ    合同会社 2017/3/17 - 50,000

運転開始前 合同会社 コテック肆 2019/3/25 - 9,900

 6.富山県 伏木万 埠頭  オ    合同会社 2017/3/13  0  年  51,500

運転開始前 ブ ー・  オ  フュー  射水   合同会社 2017/3/7 - 50,000

  . 川県 運転開始前 北  力株 会社 2017/9/29 - 700,000

運転開始前 富士通商株 会社 2017/3/14 - 1,920

  .福井県 敦賀グ ー  ワー株 会社 2014/3/27  0  年  37,000

運転開始前 北  力株 会社 2017/9/29 - 700,000

 9.山梨県 大   オ    株 会社 2015/7/15  0  年   14,500

運転開始前 プロ ペックＡＺ株 会社 2022/3/30 - 1,990

 0.長野県 運転開始前 小諸  オ    合同会社 2021/7/5 - 1,990

  .岐阜県 運転開始前 ぎふ西濃グ ー  ワー合同会社 2020/5/13 - 7,500

運転開始前 ＳＧＥＴ土岐  オ  合同会社 2019/4/18 - 7,100

  .静岡県 鈴川 ネ  ーセ ター株 会社 2017/9/29  0  年  112,000

運転開始前 富士通商株 会社 2017/3/9 - 14,700

運転開始前 合同会社御前崎港  オ    ジー 2017/3/9 - 74,950

運転開始前 合同会社Ｂｌｕｅ　Ｐｏｗｅｒ浜松  オ     2017/1/18 - 50,000

運転開始前 株 会社 ディッシュ・ソ ューショ 2017/11/28 - 1,990

運転開始前 株 会社 ディッシュ・ソ ューショ 2017/11/28 - 1,990

運転開始前 プロ ペックＡＺ株 会社 2021/7/5 - 1,990

運転開始前 プロ ペックＡＺ株 会社 2022/3/30 - 1,990

 3.愛知県  山名古屋共同  株 会社 2014/3/25  0  年6 149,000

 山名古屋共同  株 会社 2014/3/25  0  年9 110,000

株 会社ＪＥＲＡ 2017/9/29  0 9年4 4,100,000

株 会社ＪＥＲＡ 2017/3/7  0  年  1,070,000

サミッ 半田 ワー株 会社 2013/5/13  0  年6 75,000

サー ｅ ワー株 会社 2016/1/5  0 9年  22,100

運転開始前 田原  オ     合同会社 2017/3/17 - 50,000

運転開始前 田原  オ   ワー合同会社 2017/3/14 - 112,000

運転開始前 田原グ ー   オ  合同会社 2016/8/30 - 50,000

運転開始前 合同会社Ｂｌｕｅ　Ｐｏｗｅｒ半田  オ     2016/8/30 - 50,000

運転開始前 愛知田原  オ    合同会社 2017/9/29 - 74,950

運転開始前 愛知蒲郡  オ    合同会社 2017/3/13 - 50,000

運転開始前   オ    ジー田原白浜合同会社 2017/9/29 - 74,950
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都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

 4.三重県    力株 会社 2017/3/13  0 0年  49,000

株 会社  プ   サー  2014/3/25  0 6年6 6,750

株 会社グ ー   ジー津 2022/12/10  0 6年  20,100

   ジェ  ワー１合同会社 2017/3/13  0  年  180

運転開始前 プロ ペックＡＺ株 会社 2021/7/12 - 1,990

運転開始前    ジャ  ・ ネ  ー  事業３号合同会社 2017/2/17 - 22,100

 6. 都府 林ベニヤ産業株 会社 2017/2/16  0 0年  6,800

運転開始前 丸紅ク ー  ワー株 会社 2018/3/29 - 50,000

  .兵庫県 株 会社日本海水 2017/3/17  0  年  30,000

  テック  ジー株 会社 2015/1/28  0  年   22,100

運転開始前 相生  オ  ジー株 会社 2017/9/29 - 200,000

運転開始前 合同会社三木  オ     2017/2/21 - 1,920

運転開始前  畑  オ    株 会社 2017/3/14 - 74,900

運転開始前 タ オ   ジー株 会社 2018/3/26 - 1,920

 9.奈良県 運転開始前 合同会社木質  オ  五條   2018/3/28 - 10,000

30.和歌山県 運転開始前 和歌山御坊  オ    合同会社 2017/3/24 - 50,000

運転開始前 合同会社Ｂｉｏ　Ｐｏｗｅｒ和歌山御坊 2018/3/29 - 9,850

運転開始前 Ｅｎｇｉｅ　Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ． 2017/3/13 - 74,800

3 .鳥取県 三洋製紙株 会社 2015/1/27  0  年  16,700

日新  オ    株 会社 2013/12/20  0  年  5,700

運転開始前 合同会社境港 ネ  ー ワー 2017/1/13 - 24,300

運転開始前 境港昭和町  オ    株 会社 2017/3/3 - 28,110

運転開始前 ＳＰＭＥ合同会社 2017/3/3 - 36,750

3 .島根県 合同会社 まね森林  2013/5/27  0  年  12,700

運転開始前  国 力株 会社 2017/9/25 - 1,000,000

運転開始前 サ      ジー株 会社 2022/3/30 - 1,965

33.岡山県 株 会社ＣＦＰ 2016/2/18  0  年9 1,999

銘建工業株 会社 2013/3/25  0 3年   1,950

銘建工業株 会社 2016/5/12  0  年  4,990

株 会社サ 2016/3/7  0 9年4 10,000

34. 島県  国木 株 会社 2012/12/7  0 3年   5,000

株 会社ウッ ワ 2013/4/25  0  年3 6,089

海田  オ   ワー株 会社 2017/2/28  0  年  112,000

運転開始前 福山  オ     合同会社 2017/3/16 - 52,700

運転開始前  源開 株 会社 2017/9/25 - 600,000

運転開始前  国木 株 会社 2019/3/13 - 9,990

3 .山口県  国 力株 会社 2017/9/25  0 0年  500,000

 国 力株 会社 2017/9/25  0 0年  500,000

  ・ウォーター＆ ネ   ・ ワー山口株 会社 2017/2/28  0 9年  112,000

株 会社ミ ウロコ岩国   2022/8/1  0 3年   10,500

株 会社 クヤ 2013/3/6  0 3年   78,000

下   オ    ジー合同会社 2016/2/29  0  年  74,980

運転開始前 長府  オ ワー合同会社 2018/3/27 - 74,950

運転開始前 出光興産株 会社 2017/3/10 - 50,000

36.徳島県 運転開始前 徳島津田  オ     合同会社 2016/3/3 - 74,800

運転開始前 王子グ ー   ジー徳島株 会社 2017/3/17 - 74,950
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都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

3 .香川県 運転開始前 坂出  オ   ワー合同会社 2017/3/17 - 74,950

運転開始前 株 会社日本海水 2019/12/24 - 9,990

3 .愛媛県 合同会社えひめ森林  2014/3/26  0  年  12,500

運転開始前 大洲  オ    株 会社 2015/3/25 - 50,000

運転開始前 丸住製紙株 会社 2022/3/22 - 9,900

39.高知県  ーレック ニュー  ジー株 会社 2013/2/26  0 3年   29,500

40.福岡県 響灘 ネ  ー ーク合同会社 2015/3/31  0  年   112,000

苅田  オ    ジー株 会社 2017/3/22  0  年  74,950

株 会社響灘火力   2015/4/27  0 9年  112,000

株 会社シグ  ワー有明 2015/3/23  0  年4 50,000

豊前ニュー  ジー合同会社 2015/12/24  0 9年   74,950

株 会社シグ  ワー有明 2017/1/18  0  年   22,100

株 会社シグ  ワー有明 2017/3/3  0  年 0 22,100

  オ ワー苅田合同会社 2017/3/10  0  年  74,950

運転開始前 新門司  オ     １合同会社 2017/9/26 - 100,000

運転開始前 黒崎  オ  ジー合同会社 2017/9/26 - 74,950

運転開始前 株 会社日本海水ＴＴＳ苅田 ワー 2017/3/22 - 50,000

運転開始前 ＮＥメ テ   株 会社 2017/3/13 - 63,372

4 .佐賀県 運転開始前 合同会社唐津  オ    ジー 2017/9/26 - 49,900

運転開始前 株 会社伊万里グ ー  ワー 2017/3/9 - 46,000

43.熊本県 株 会社有明第二   2017/2/27  0  年  6,250

株 会社有明グ ー  ネ  ー 2015/4/27  0 6年6 6,250

運転開始前 合同会社くまもと森林  2017/9/27 - 75,000

44.大分県 大分  オ    ジー合同会社 2017/3/16  0  年  22,000

 ーレック ニュー  ジー佐伯株 会社 2014/3/7  0 6年 0 50,000

運転開始前 Ｂｉｏｍａｓｓ　Ｐｏｗｅｒ　Ｔｈｒｅｅ合同会社 2018/3/27 - 19,900

運転開始前 Ｂｉｏｍａｓｓ　Ｐｏｗｅｒ　Ｆｏｕｒ合同会社 2018/3/27 - 19,900

4 .宮崎県  ージョ   ワー株 会社 2014/3/13  0  年4 18,000

ウッ   ジー協同組合 2013/3/6  0 3年   1,300

ウッ   ジー協同組合 2014/3/31  0 4年  320

運転開始前 日   オ    株 会社 2017/3/10 - 50,000

運転開始前 株 会社川南  オ     2016/2/10 - 5,750

運転開始前  ージョ   ワー株 会社 2017/2/16 - 14,500

46.鹿児島県 七 島  オ   ワー合同会社 2015/3/31  0 9年  49,000

4 .沖縄県 沖縄うるまニュー  ジー株 会社 2017/3/16  0  年  49,000

184 18,159,219

84 11,391,484

100 6,767,735

FIT     件 と  出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  を受  が   の   件 と出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  件 と  出力計（  オ  比率考慮前）
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◆FIT 認定・建設資材廃棄物区分のバイオマス発電所 

 

 

  

都道府県 稼働状況   事業者名 新規  日
運転開始報告

年 

  出力

（kW）

04.宮城県 日本製紙株 会社岩沼工場 2013/3/21  0 3年   48,000

運転開始前 日本製紙株 会社 2013/3/21 - 40,000

0 .秋田県 能代森林資源  協同組合 2013/2/27  0 3年   3,000

日本製紙株 会社秋田工場 2013/3/25  0 3年   15,000

0 .福島県 日本製紙株 会社 2013/1/10  0 3年   16,000

運転開始前 株 会社ログ 2020/5/13 - 14,200

0 .茨城県 合同会社ＪＲＥ神栖  オ    2016/3/11  0 9年  24,400

北越コーポレーショ 株 会社 2019/3/12  0 9年4 42,900

株 会社  オ ワー勝田 2018/4/1  0 9年  4,990

09.栃木県 住友大阪セメ  株 会社 2013/3/11  0 3年   25,000

 0.群馬県 株 会社吾妻  オ ワー 2013/3/25  0 3年   13,600

運転開始前 株 会社ログ 2022/3/9 - 1,990

  .埼玉県 太平洋セメ  株 会社 2013/1/31  0 3年   50,000

  .千 県 市原グ ー  力株 会社 2013/2/25  0 3年   49,900

株 会社市原ニュー  ジー 2013/2/27  0 3年   1,950

株 会社フジコー 2022/11/1  0 3年   1,800

 4.神奈川県 株 会社クレハ 境 2012/12/27  0 3年   4,800

 6.富山県  原谷  株 会社 2013/2/27  0 3年   990

  .岐阜県  濃ひのき製品 通協同組合 2013/3/21  0 3年   600

  .静岡県 日本製紙株 会社 2013/3/25  0 3年   151,300

日本製紙株 会社 2013/3/25  0 3年   10,300

日本製紙株 会社 2013/2/26  0 3年   14,500

日本製紙株 会社 2013/2/26  0 3年   50,000

 3.愛知県 ＣＥＰＯ半田  オ    株 会社 2017/3/17  0 9年 0 50,000

 4.三重県   オ   ワーテク ロジーズ株 会社 2016/9/2  0  年  1,990

  .滋賀県 いぶきグ ー   ジー株 会社 2013/6/12  0  年  3,550

運転開始前 いぶき  オ    合同会社 2021/8/25 - 7,100

  .大阪府 日本 ボ  工業株 会社 2013/2/27  0 3年   6,500

株 会社ＢＰＳ大 2014/3/31  0  年   5,750

ＤＩＮＳ 西株 会社 2012/12/26  0 3年   1,950

  .兵庫県 住友大阪セメ  株 会社 2013/3/11  0 3年   102,500

兵庫  プ工業株 会社 2013/2/8  0 3年   18,900

 9.奈良県 運転開始前 株 会社ＢＰＳいこま 2022/3/30 - 9,980

3 .山口県 ＵＢＥ三菱セメ  株 会社 2013/3/21  0 3年   57,150

ＵＢＥ三菱セメ  株 会社 2013/3/6  0 3年   216,000

日本製紙株 会社 2013/3/25  0 3年   35,000

39.高知県 住友大阪セメ  株 会社 2013/3/11  0 3年   61,000

住友大阪セメ  株 会社 2013/3/11  0 3年   61,500

43.熊本県 日本製紙株 会社 2013/3/21  0 3年   75,000

44.大分県 株 会社 フオ 日田 2013/3/6  0 3年   12,000

40 1,311,090

35 1,237,820

5 73,270

FIT     件 と  出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  を受  が   の   件 と出力計（  オ  比率考慮前）

FIT  件 と  出力計（  オ  比率考慮前）
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8.3. 燃料材輸入量（財務省「貿易統計」） 

2022 年の木質ペレットの輸入通関量は 4,408 千トンで、対前年比 41.4％と大幅に増加し

た。カナダが中心だった木質ペレットの輸入は、2019 年にはベトナムがカナダを抜き 2022

年にはベトナムが 54.3％のシェアを持つまでに至っている（図 46、表 26）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46 日本における木質ペレット輸入量推移 

出典：財務省「貿易統計」より（図 46、表 26） 

 

表 26 日本における木質ペレット輸入量推移・対前年比 

 

ベトナムとカナダ以外のペレット輸入（2022 年）は、アメリカ 303 千トン、マレーシア

136 千トン、ロシア 95 千トン、オーストラリア 59千トン、インドネシア 55千トン、その

他の 6 カ国で 5千トンとなっている。 

 

カナダ ベトナム その他 合計
対前 比

（ ）

平成 4年 2012 66,470 3,533 1,978 71,981

平成  年 2013 72,151 2,897 8,721 83,769 16.4%

平成 6年 2014 90,676 1,979 4,090 96,745 15.5%

平成  年 2015 146,150 27,440 58,835 232,425 140.2%

平成  年 2016 260,935 62,441 23,479 346,855 49.2%

平成 9年 2017 360,068 131,115 15,170 506,353 46.0%

平成30年 2018 632,739 373,524 53,279 1,059,542 109.2%

令和 年 2019 589,661 886,984 137,355 1,614,000 52.3%

令和 年 2020 592,886 1,168,629 266,147 2,027,662 25.6%

令和3年 2021 1,058,490 1,646,769 411,264 3,116,523 53.7%

令和4年 2022 1,359,405 2,394,597 654,282 4,408,284 41.4%
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ベ  ム    
 メ  

合衆国

オー  

   
ロシ 

  ネシ

 

 レーシ

 
タ 

 華人民

共和国

ニュー

ジー  

 

 の 4

 国
総計

 00   6,726 48 16 3,682 50 29 10,551

 04 成田国際（空） 0 0

 00 横浜 1,126 242 1,922 26 90 3,406

 43 鹿島 10,500 10,500

 44 日立 136,759 136,759

  0 小名浜 98,812 195,770 200,629 495,211

    相馬 28,765 74,949 103,714

 60 仙台塩釜 511 311 40 862

 6   巻 38,108 71,312 109,420

300 神戸 305 642 39,989 282 52 41,270

3   水島 158 103 261

34   島 25 25

3 0 境 115,400 115,400

3   浜田 60,000 60,000

3 0 松山 30 2 64 47 143

3   今治 40 40

3 4 三島川之江 32 25 57

390 徳島小松島 30,380 30,380

400 大阪 26 100 80 232 438

40  堺泉北 477 477

404  西国際（空） 1 1

 00 名古屋 437 22 2,174 54 46 2,733

 0  衣浦 119,320 273,900 62,339 20,925 10,997 487,481

  0 清水 14 14

    田子の浦 60,209 40,768 100,977

 40 四日市 148,355 148,355

600 門司 69,206 45,130 114,336

604 博多 117 117

6 0 下 187,922 3,043 190,965

6 3 宇 55,008 55,008

6 4 徳山 72,946 150,951 13,950 237,847

64  伊万里 892 892

  0 鹿児島 24,310 24,310

  4 志布志 78 182 24 284

 03 苫小牧 2,122 5,517 461 25 3 8,128

 0  釧路 47,961 47,961

  4  狩湾 19,282 26 19,308

    八戸 206 323 5,754 6,283

900 那覇 119 80 199

 40 酒田 75 44,000 2,918 46,993

603 戸畑 9,510 9,510

34  福山 763 763

660 大分 102,588 13,344 3,715 119,647

 04 小樽 30 30

60  苅田 239,259 45,236 10,577 295,072

 4  熊本 200 200

計 1,621,948 924,038 302,973 59,082 45,262 44,149 33,955 3,755 952 142 72 3,036,328

秘匿申告分 772,649 435,367 0 0 49,590 10,860 103,010 0 0 0 480 1,371,956

総計 2,394,597 1,359,405 302,973 59,082 94,852 55,009 136,965 3,755 952 142 552 4,408,284

表 27は、財務省「貿易統計」から、港別・輸入国別の木質ペレット輸入量である。表下

の「秘匿申告分」は、税関への通関申告により統計が公開されることで事業者の事業上の秘

密が公になってしまうことを避けるために、港別の申告を秘匿出来る制度である。 

表 27 港別ペレット輸入量（2022 年計） 

出典：財務省「貿易統計」より 
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世界の輸出入統計では木質ペレット輸入量はどうなっているだろうか。木質ペレットの

輸入量を FAOSTAT 引用して、国別に順位を付けたのが表 28になる。最も量が多いのは

イギリスで 9,128 千トン（2021 年）。日本は韓国に次ぐ世界第 3 位の輸入国で 3,118 千ト

ンと昨年（5位）より 1,090 千トン輸入を増やしている。 

表 28 木質ペレットの国別輸入量の推移（単位：千トン） 

 

出典：FAOSTAT（http://www.fao.org/）Last Update, December 16, 2022 より 

 

日本における輸入 PKS の通関量は、2022 年計が、2,873 千トン。対前年比 14.1％の増加

である。2022 年のインドネシアのシェアは 76.9％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47 日本における PKS輸入量推移 

出典：財務省「貿易統計」より 
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8.4. 木材供給量に占める燃料材の割合（林野庁「木材需給表」） 

図 48 は、林野庁「木材需給表」から木材供給量内訳の推移である。2021 年における木

材総供給量はウッドショックによる国産材代替もあり前年比 10.3％の増加であった。国内

木材供給のうち燃料材の占める割合は 18.0％を占めている。国産燃料材は丸太換算 9,350

千立米、11.4%を占め、輸入燃料材は同 5,394 千立米、6.6%を占めている。なお PKS はこ

の統計には含まれていない。 

国産燃料材供給量は年々増加しており、令和 3 年における国産燃料材の伸び率は前年比

15.1％の増加であった。また海外燃料材の伸び率は前年比 39.1％の増加であった。燃料材に

占める輸入燃料（木質）のシェアは 36.6％で、燃料材需要の 4 割近くまで上昇している。

こうした傾向により燃料材自給率は下がっており、2020年に 69.7％あった燃料材自給率は、

2021 年には 63.4％まで落ちている。今後も大型の海外燃料材を使用するバイオマス発電所

の竣工・稼働が控えており輸入燃料材は増加の見込みであることから燃料材自給率は下落

が予想されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48 用途別木材供給量の推移 

出典：林野庁「木材需給報告書」より 
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8.5. 木質バイオマス利用量（林野庁「バイオマス利用動向調査」） 

2021 年における種類別の木質バイオマス利用量は図 49 の通りである（林野庁「木質バ

イオマスエネルギー利用動向調査」）。木質チップの利用量は前年比 2.7％の増加、木質ペレ

ットの利用は 28.9％の増加であった。なお PKS はこの統計には含まれていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49 木質バイオマス利用量（単位 木材チップ：絶乾トン、木質チップ以外：トン） 

出典：林野庁「木質バイオマスエネルギー利用動向調査」より 

図 49の木材チップの内訳示したものが図 50である。由来別に間伐材・林地残材は前年

比 5.2％の増加、製材等残材は 6.1％の増加、建設資材廃棄物は 4.5％の減少であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50 木材チップの由来別利用量（全国） 

出典：林野庁「木質バイオマスエネルギー利用動向調査」より 
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合計

間伐 ・

林 残 

等

製 等残

 

建設資 

廃棄物

   チッ

プ

  丸太

を いて

国内で製

造

左記 外

の木 

（剪 枝

等）

合計
国内製造

のもの

  のも

の

2,015 6,903,327 1,167,820 1,428,193 4,196,929 110,385

2,016 7,734,236 1,917,839 1,649,070 3,980,407 8,832 6,215 171,873

2,017 8,726,491 2,634,592 1,500,518 4,126,236 134,169 5,000 325,976 375,383 83,876 291,507

2,018 9,304,316 2,744,774 1,808,006 4,110,052 329,234 5,000 307,250 732,872 85,539 647,333

2,019 9,423,386 3,029,178 1,711,924 4,063,912 307,015 311,357 992,163 104,172 887,991

2,020 10,416,745 3,910,289 1,674,169 4,197,519 304,386 330,382 1,404,082 112,588 1,291,494

2,021 10,693,197 4,113,674 1,776,774 4,010,427 404,620 897 386,805 1,809,690 106,429 1,703,261

2,015 384,183 72,046 173,801 134,156 4,180 - - -

2,016 456,692 199,066 140,400 115,764 10 1,452 - - -

2,017 552,992 345,356 90,277 73,497 43,862 3,968 3,968 0

2,018 548,408 339,449 97,438 84,259 23 27,239 4,360 3,901 459

2,019 635,622 386,231 102,416 106,033 26 40,916 11,570 9,924 1,646

2,020 650,797 455,093 79,484 106,344 ｘ ｘ 21,370 18,984 2,386

2,021 684,427 491,495 98,899 86,379 7,654 13,734 11,987 1,747

2,015 17,828 6,875 1,754 8,984 215

2,016 55,321 41,316 13,853 152

2,017 54,755 34,380 12,925 7,098 352 1,751 1,600 151

2,018 59,964 40,776 11,590 7,478 120 1,826 1,826

2,019 167,922 96,211 63,782 7,585 344 2,010 2,010

2,020 287,338 225,771 58,635 2,579 353 1,837 1,837

2,021 391,863 291,106 48,102 5,326 47,256 73 2,387 2,387

2,015 113,316 40,679 65,581 7,056

2,016 197,265 89,821 96,738 8,947 1,759

2,017 289,780 166,879 106,188 8,648 8,065 4,963 4,963

2,018 273,074 161,724 89,684 14,549 7,117 5,434 5,264 170

2,019 277,022 165,904 90,172 14,707 6,239 5,314 5,287 27

2,020 290,708 176,511 98,655 13,723 1,819 2,838 2,838

2,021 302,822 194,312 93,481 13,997 1,032 2,461 2,461

2,015 251,456 18,145 115,454 106,757 11,100

2,016 262,470 26,558 118,410 108,502 9,000

2,017 281,513 35,149 119,686 119,478 7,200 140,273 1,587 138,686

2,018 295,132 36,322 119,891 132,819 6,100 141,392 2,638 138,754

2,019 282,630 30,634 129,094 116,552 6,350 141,373 4,853 136,520

2,020 273,339 28,152 119,338 120,081 5,768 139,617 9,542 130,075

2,021 267,803 24,257 115,065 123,504 4,977 136,658 13,144 123,514

2,015 280,750 36,872 155,998 76,905 10,975

2,016 324,884 82,184 102,928 131,651 8,121

2,017 379,051 98,889 142,317 128,402 9,443 3,160 3,160

2,018 451,766 106,255 192,656 152,441 414 8,101 8,101

2,019 489,386 133,592 198,654 156,756 384 7,522 7,522

2,020 433,069 137,282 176,331 118,992 464 6,973 6,973

2,021 387,193 159,541 114,203 112,864 585 7,573 7,573

2,015 12,559 9,107 1,780 1,262 410

2,016 32,198 28,473 2,031 1,497 197

2,017 47,901 41,859 5,870 172 1,062 1,062

2,018 85,223 59,287 22,671 1,689 1,253 323 50,727 1,031 49,696

2,019 151,336 137,759 13,390 187 81,824 1,036 80,788

2,020 191,800 185,974 4,488 1,338 103,425 982 102,443

2,021 244,996 208,646 34,041 2,309 102,539 966 101,573

2,015 407,597 68,964 35,196 303,437

2,016 443,431 82,586 19,244 341,601

2,017 395,786 96,179 15,929 283,111 567 148,081 1,638 146,443

2,018 419,002 104,535 27,152 287,315 131,667 1,550 130,117

2,019 408,251 103,485 27,931 276,835 245,462 2,590 242,872

2,020 443,996 114,846 38,453 290,681 16 447,756 4,364 443,392

2,021 404,813 118,871 16,165 269,735 42 325,391 1,120 324,271

06.山形

00. 国

0 .北海道

0 .青森

03.岩手

04.宮城

0 .秋田

0 .福島

都道府県 年

図 50の木質チップ利用量、および木質ペレットの利用量を、都道府県別に一覧として

まとめたものが表 29 である（表中の「x」は秘匿措置によるもの） 

表 29 都道府県別・年別 木質チップおよび木質ペレット利用量 
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合計

間伐 ・

林 残 

等

製 等残

 

建設資 

廃棄物

   チッ

プ

  丸太

を いて

国内で製

造

左記 外

の木 

（剪 枝

等）

合計
国内製造

のもの

  のも

の

2,015 680,555 33,052 36,779 607,990 2,734

2,016 672,122 51,835 115,655 504,097 535

2,017 708,803 65,112 98,663 544,993 35

2,018 756,242 61,185 99,442 573,817 21,798

2,019 633,069 55,333 95,280 463,851 18,605

2,020 739,812 122,941 94,844 511,238 10,789

2,021 749,173 85,590 127,822 518,388 17,373

2,015 282,816 41,294 42,367 199,155

2,016 309,225 32,859 46,941 213,611 15,814

2,017 321,006 32,177 54,043 219,726 15,060 263 263

2,018 298,027 26,644 45,933 214,500 10,950 367 367

2,019 261,495 33,152 47,349 175,407 5,587 396 396

2,020 ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ

2,021 343,617 94,107 54,856 188,889 5,765 383 383

2,015 89,319 9,754 29,217 41,607 8,741

2,016 89,310 12,839 32,603 36,562 7,306

2,017 94,882 24,096 24,495 38,128 8,163 1,579 1,579

2,018 121,083 50,925 30,844 32,338 6,976 1,487 1,487

2,019 144,102 65,465 35,050 37,353 6,234 1,540 1,540

2,020 155,482 72,078 41,014 34,845 7,545 1,146 1,146

2,021 133,672 60,797 54,709 5,520 12,646 1,238 1,238

2,015 114 23 91

2,016 127 26 101

2,017 74,058 195 73,863 1,213 1,213

2,018 70,780 70,780 1,254 1,254

2,019 72,306 72,306 1,276 1,276

2,020 64,295 64,295 1,120 1,120

2,021 16,000 16,000 1,031 1,031

2,015 333,271 3,206 2,015 326,585 1,465

2,016 289,289 9,780 2,987 274,585 1,937

2,017 310,992 17,642 3,502 287,144 2,704

2,018 326,033 22,131 7,907 292,464 3,531

2,019 171,094 6,501 8,630 152,879 3,084

2,020 221,766 13,818 14,107 190,972 2,869

2,021 248,762 16,383 16,108 197,271 19,000

2,015 30 30

2,016 30 30

2,017 30 30 83 83

2,018 210 210

2,019 565 565 90 90

2,020 ｘ ｘ ｘ ｘ

2,021 ｘ ｘ

2,015 195,451 8,198 70 187,183

2,016 190,538 6,971 448 183,119

2,017 173,992 5,114 114 168,764

2,018 147,069 4,795 114 142,160 150,000 150,000

2,019 189,646 3,781 113 185,752 36,630 36,630

2,020 ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ

2,021 185,845 58 181,785 4,002

2,015 6,592 5,275 1,292 25

2,016 7,111 1,029 5,762 320

2,017 7,511 2,417 5,024 70 1,055 1,055

2,018 14,636 3,751 8,545 54 2,286 962 962

2,019 90,596 29,433 4,837 56,326 902 902

2,020 100,900 37,754 3,028 60,118 564 564

2,021 118,904 34,712 13,368 70,824 606 606

都道府県 年

0 .茨城

09.栃木

 0.群馬

  .千 

  .埼玉

 3.  

 4.神奈川

 9.山梨
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合計

間伐 ・
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等

製 等残

 

建設資 

廃棄物

   チッ

プ
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の木 

（剪 枝

等）

合計
国内製造

のもの

  のも

の

2,015 23,722 18,658 764 3,400 900

2,016 23,565 16,189 4,379 2,997

2,017 25,224 17,304 4,770 2,900 250 1,417 1,417

2,018 20,785 13,116 3,736 3,933 1,454 1,454

2,019 22,552 17,141 5,411 1,408 1,408

2,020 56,673 45,127 8,611 2,935 1,123 1,123

2,021 100,058 77,725 21,223 1,110 1,099 1,099

2,015 271,893 17,726 16,387 237,780

2,016 287,959 12,243 16,901 258,815

2,017 363,858 81,035 17,870 248,321 16,632 3,319 3,319

2,018 447,526 94,530 17,435 283,838 51,723 2,567 2,567

2,019 372,099 62,090 15,600 274,654 19,755 2,525 2,525

2,020 352,076 82,482 10,557 258,208 829 1,957 1,957

2,021 374,873 107,030 13,139 253,776 928 1,823 1,823

2,015 96,202 14,972 9,981 67,215 4,034

2,016 112,147 25,207 19,312 63,321 4,307

2,017 119,437 34,543 11,543 68,061 986 4,304 575 575

2,018 115,665 34,385 19,215 57,664 4,401 621 621

2,019 113,095 33,903 18,376 56,767 4,049 551 551

2,020 196,760 134,158 16,049 42,881 3,672 512 512

2,021 156,101 99,136 7,887 45,596 3,482 547 547

2,015 18,646 6,079 12,231 336

2,016 34,112 11,723 22,113 276

2,017 29,486 4,165 20,293 528 4,500 137 137

2,018 30,782 5,121 18,243 518 6,900 312 312

2,019 30,605 4,097 21,670 538 4,300 285 285

2,020 28,335 3,579 17,812 490 6,454 655 655

2,021 38,164 4,330 21,766 624 11,444 1,100 1,100

2,015 49,817 6,724 4,500 38,593

2,016 90,433 37,113 8,427 42,128 1,500 1,215 50

2,017 104,546 56,022 7,244 35,580 5,700 178 178 0

2,018 ｘ ｘ ｘ ｘ 162,000 9,200 ｘ ｘ 2

2,019 ｘ ｘ ｘ ｘ 127,386 3,200 ｘ ｘ 500

2,020 234,915 51,741 10,539 34,043 133,761 4,831 1,895 ｘ ｘ

2,021 215,380 52,254 13,830 35,976 109,329 3,991 134 134

2,015 390,048 57,780 145,800 182,563 3,905

2,016 401,802 74,731 170,661 154,954 1,456

2,017 266,006 62,627 31,170 148,450 23,759 3,473 3,473

2,018 278,068 52,934 30,058 177,568 17,508 3,226 3,226

2,019 254,452 53,607 24,223 151,027 9,245 16,350 3,614 3,614

2,020 281,244 76,704 26,670 161,140 16,730 3,247 3,247

2,021 325,864 94,239 24,590 172,989 8,345 25,701 3,170 3,170

2,015 525,281 19,214 5,192 465,544 35,331

2,016 511,658 14,092 46,078 419,704 31,784

2,017 654,852 18,655 12,167 576,814 47,216 3,056 3,005 51

2,018 614,733 16,133 229,743 330,300 38,557 3,144 3,144

2,019 572,811 26,477 13,152 507,424 25,758 3,209 3,209

2,020 555,446 13,796 15,618 496,293 29,739 3,792 3,792

2,021 553,104 20,471 16,622 496,580 19,431 3,095 3,095

2,015 246,808 30 33,308 211,700 1,770

2,016 153,461 30 32,930 120,501

2,017 271,043 7,897 36,274 112,626 112,506 1,740 30 30

2,018 341,758 19,334 35,948 132,886 152,060 1,530 155,046 30 155,016

2,019 322,905 37,872 14,742 107,950 160,047 2,294 180,644 25 180,619

2,020 ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ

2,021 472,749 49,208 15,965 264,899 140,723 1,954 182,532 25 182,507

都道府県 年

 6.富山

 0.長野

  .新潟

  . 川

  .福井

  .岐阜

  .静岡

 3.愛知
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国内製造
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  のも

の

2,015 173,820 42,082 14,308 117,430

2,016 189,419 60,433 12,357 116,629

2,017 239,174 96,234 29,934 113,006 3,387 3,387

2,018 243,485 95,252 32,051 116,182 3,006 3,006

2,019 241,706 97,110 32,521 112,075 3,212 3,212

2,020 241,885 103,983 30,876 107,026 107,132 2,593 104,539

2,021 236,156 95,044 30,985 110,127 134,653 2,045 132,608

2,015 35,651 950 24,501 10,200

2,016 35,853 2,961 18,234 14,658

2,017 35,289 3,113 1 19,157 13,018

2,018 27,435 2,338 15,805 9,292

2,019 21,274 1,099 16,773 3,402

2,020 29,731 2,753 16,213 10,765

2,021 31,475 1,929 18,005 11,541

2,015 19,852 614 16,218 3,020

2,016 23,955 473 23,482

2,017 27,046 722 26,324

2,018 19,400 903 18,497

2,019 22,884 907 21,977 133 133

2,020 31,087 6,805 23,423 859 7,463 7,463

2,021 30,705 6,917 23,031 757 7,179 108 7,071

2,015 46,862 44,272 2,590

2,016 72,433 67,785 4,648

2,017 70,878 65,628 5,250 76 76

2,018 66,108 61,237 4,871

2,019 113,596 21,000 1,080 73,506 18,010 5 5

2,020 46,926 41,431 5,495

2,021 116,916 23,000 500 62,657 30,759 5 5

2,015 156,149 33,322 14,516 103,230 5,081

2,016 208,378 54,946 20,133 116,905 6,566 9,828

2,017 242,719 84,528 8,951 120,689 20,677 7,874 231 231

2,018 228,650 71,993 3,016 131,580 13,898 8,163 160 160

2,019 239,949 80,936 1,617 135,827 10,311 11,258 148 148

2,020 387,701 160,081 26,821 187,379 13,420 93 93

2,021 402,114 119,732 8,962 140,254 98,967 34,199 100 100

2,015 6,560 1,432 5,128

2,016 64,830 40,138 17,685 2,007 5,000

2,017 69,561 42,057 17,651 630 5,000 4,223 178 178

2,018 82,891 30,784 38,913 5,000 8,194 178 178

2,019 58,356 17,406 23,145 17,373 432 178 178

2,020 52,499 17,601 27,624 6,096 1,178 188 188

2,021 50,450 25,460 18,791 5,175 1,024 194 194

2,015 3,351 96 3,025 222 8

2,016 3,397 534 2,770 85 8

2,017 3,111 284 2,789 25 13 64 64

2,018 2,923 127 2,780 3 13 80 80

2,019 2,870 377 2,366 122 5 81 81

2,020 43,253 40,701 2,371 176 5 26 26

2,021 47,114 43,966 2,818 150 70 110 2 2

2,015 129,086 44,662 68,627 15,797

2,016 106,864 36,410 53,699 15,999 756

2,017 161,601 49,451 71,787 36,463 3,900 236 236

2,018 168,782 66,917 67,740 31,985 2,140 238 238

2,019 169,693 77,993 69,315 21,219 1,166 230 230

2,020 186,299 91,837 72,910 20,197 1,355 247 247

2,021 191,851 98,142 73,382 19,165 1,162 271 271

都道府県 年

30.和歌山

 4.三重

3 .鳥取

  .滋賀

 6. 都

  .大阪

  .兵庫

 9.奈良
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間伐 ・
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  のも

の

2,015 135,901 89,934 28,597 17,270 100

2,016 141,837 96,952 27,535 17,250 100

2,017 148,364 100,300 30,744 17,220 100 286 286

2,018 145,370 96,061 31,989 17,220 100 278 278

2,019 144,292 93,019 34,273 16,900 100 378 378

2,020 140,797 99,739 28,567 12,391 100 359 359

2,021 128,875 92,292 24,163 12,320 100 414 414

2,015 145,736 20,093 66,043 59,600

2,016 202,231 35,852 75,554 89,872 953

2,017 194,256 42,057 58,333 92,527 1,339 11,940 11,940

2,018 184,869 39,338 52,188 92,826 517 7,505 7,505

2,019 187,527 40,796 56,416 90,315 8,393 8,393

2,020 249,707 63,297 52,106 87,712 46,592 5,989 5,989

2,021 223,208 74,266 58,538 50,250 40,154 12,922 4,234 8,688

2,015 70,633 16,087 33,746 20,800

2,016 53,517 12,572 25,345 15,600

2,017 112,144 23,149 66,295 22,700 655 655

2,018 112,083 21,466 66,258 24,359 553 553

2,019 136,092 30,134 79,140 26,818 432 432

2,020 163,988 49,547 83,570 30,871 344 344

2,021 167,506 57,526 86,284 23,696 203,598 398 203,200

2,015 311,512 44,198 32,834 228,078 6,402

2,016 250,833 37,444 17,598 147,909 47,882

2,017 254,560 45,597 22,286 138,095 48,582 7,103 927 6,176

2,018 266,691 45,712 17,942 165,268 37,769 9,546 626 8,920

2,019 289,910 46,830 15,219 182,773 45,088 15,718 851 14,867

2,020 294,120 55,349 7,560 184,483 46,728 191,735 392 191,343

2,021 285,024 52,942 7,142 177,818 47,122 353,731 302 353,429

2,015 160,748 897 29,805 130,046

2,016 169,901 21,084 46,214 102,603

2,017 187,914 45,091 47,626 95,197 10 10

2,018 190,782 47,459 47,212 96,111 11 11

2,019 225,616 59,150 43,803 122,663 8 8

2,020 185,558 52,509 44,325 88,724 7 7

2,021 194,631 73,949 42,651 78,031 9 9

2,015 13,277 1,653 11,624

2,016 11,011 1,701 9,310

2,017 14,175 194 13,981 39 39

2,018 13,879 155 13,724 39 39

2,019 12,221 106 12,115 39 39

2,020 10,618 101 10,517 25 25

2,021 9,700 ｘ ｘ 30 30

2,015 86,311 6,106 35,683 44,522

2,016 79,271 3,214 32,546 43,511

2,017 92,118 5,062 40,642 46,414 20 20

2,018 135,374 36,400 48,859 50,115 23 23

2,019 148,740 32,978 61,997 53,765 4,119 4,119

2,020 139,747 43,255 57,109 39,383 5,576 5,576

2,021 143,327 40,967 65,199 37,161 5,751 5,751

2,015 153,733 73,287 37,193 43,009 244

2,016 183,600 96,519 42,394 43,518 1,169

2,017 184,222 105,417 37,766 39,839 1,200 7,349 7,349

2,018 198,280 104,073 32,692 60,315 1,200 6,242 6,242

2,019 190,005 114,830 29,295 44,880 1,000 6,236 6,236

2,020 193,065 118,103 25,580 48,282 1,100 5,431 5,431

2,021 189,215 116,727 21,670 50,318 500 5,594 5,594

都道府県 年

3 .香川

3 .愛媛

39.高知

3 .島根

33.岡山

34. 島

3 .山口

36.徳島
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等
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合計
国内製造

のもの

  のも

の

2,015 44,960 1,878 9,588 33,494

2,016 40,855 1,139 6,371 33,345

2,017 41,770 1,140 6,975 33,655

2,018 42,446 2,819 5,178 34,449 14,199 14,199

2,019 58,226 8,254 5,089 44,883 163,589 163,589

2,020 86,666 38,841 5,591 42,234 113,485 113,485

2,021 124,853 70,960 10,334 43,559 234,599 234,599

2,015 10,878 10,878

2,016 50,953 23,507 20,172 7,274

2,017 57,476 26,632 19,387 11,457

2,018 ｘ ｘ ｘ ｘ

2,019 ｘ ｘ ｘ ｘ

2,020 ｘ ｘ ｘ ｘ

2,021 ｘ ｘ ｘ ｘ

2,015 1,767 459 1,308

2,016 6,881 1,443 5,438

2,017 7,374 1,050 6,324

2,018 4,354 609 3,745

2,019 2,944 651 2,293

2,020 8,240 6,344 1,896

2,021 4,340 1,108 3,232

2,015 43,720 28,070 15,650

2,016 92,528 49,538 17,990 25,000

2,017 108,767 64,747 31,080 12,940 1,911 1,911

2,018 158,167 66,765 47,181 31,710 12,511 1,680 1,680

2,019 178,565 72,148 72,378 32,446 1,593 1,927 1,927

2,020 187,220 75,624 74,910 34,995 1,691 2,865 2,865

2,021 266,479 72,148 159,320 33,887 1,124 2,495 2,495

2,015 50,212 41,384 8,828

2,016 201,275 123,909 33,241 35,368 8,757

2,017 271,924 187,386 31,428 25,297 27,813

2,018 277,423 208,534 38,980 24,102 5,807

2,019 307,988 224,546 40,276 33,638 9,528

2,020 281,239 215,242 27,335 32,788 5,874

2,021 297,848 226,231 30,291 33,220 8,106

2,015 377,309 182,202 103,326 91,781

2,016 410,810 176,509 145,050 89,251

2,017 472,533 265,076 119,403 88,054 2,008 2,008

2,018 486,188 282,354 97,118 106,716 5,111 5,111

2,019 512,135 259,741 140,009 112,385 7,287 7,287

2,020 523,894 295,372 135,071 93,451 10,267 10,267

2,021 526,914 288,393 137,489 100,205 827 10,135 10,135

2,015 47,045 45,394 1,651

2,016 188,454 185,591 2,863

2,017 202,011 197,807 4,204

2,018 203,297 191,229 12,068

2,019 213,848 200,331 13,517 29,800 29,800

2,020 231,231 215,621 15,610 33,601 33,601

2,021 250,674 225,695 24,979 30,054 30,054

2,015

2,016

2,017 20,254 20,254

2,018 ｘ ｘ

2,019 ｘ ｘ

2,020 ｘ ｘ

2,021 20,453 20,453

都道府県 年

4 .沖縄

40.福岡

4 .佐賀

4 .長崎

43.熊本

44.大分

4 .宮崎

46.鹿児島
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8.6. 調査票（木質バイオマス発電所） 
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【調査票の注書き】 

調査票、記入部分の横に、調達量、使用量、価格変動理由、平均水分、平均調達価格な

どの注書きが入ります。 
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8.7. 調査票（燃料供給会社） 
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【調査票の注書き】 

調査票、記入部分の横に、平均調達価格、価格変動理由などの注書きが入ります。 
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8.8. 臨時アンケート結果 
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8.9. 成果報告会資料 
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